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開館10周年・合併５周年記念　秋季特別展

－ 二大街道絵展「東海道と木曽街道の旅」 －

61

の坂本駅があった場所と言われています。中央に
配した松の木の右側には武士と思われる人がおり、
三人は袖合羽と菅笠、二人は惣両掛、一人は飾り
槍を担いでいます。同じような服装の人たちがま
だ立場茶屋にいます。左側の手前の池には白鷺が
３羽佇んでいます。黒い天ぼかしの空や胡粉を混
ぜた量感を出した雨の線と背後に聳え立つ恵那山
の山肌が辺りの暗澹とした重苦しさを表現してい
ますが、遠方の空は明るく、まもなく雨が上がる
予感をさせています。
　　　　馬頭広重美術館　主任学芸員　市川信也
【会　　期】　後期：10月８日(金)～11月14日(日)
【ミュージアムトーク（展示解説）】　当館学芸員
 　　　　後期：10月９日（土）午後１時30分～
【開館時間】　午前９時30分～午後５時まで
　　　　　　　（但し入館は午後４時30分まで）
【休 館 日】　月曜日、祝日の翌日

　前期に引き続き東海道と中仙道の作品を
紹介します。
　「東海道五拾三次之内」は天保４年頃55
枚を制作し、好評を博し江戸で風景版画を
広める契機になりました。この作品の成功
により広重には様々な版元（出版社）から
仕事が来るようになりました。そのため当
初、広重が制作予定をしていた「木曽街道
六拾九次之内」（版元は竹内孫八（保永堂）と伊
勢屋利兵衛（錦樹堂）大判71枚）は溪斎英泉
（1791～1848）が起筆しますが、24図制作し
たところで広重に替わり広重が47図を描き完成
させました。しかしこの作品が完結するまでにさ
まざまなトラブルがあったようで約10年の歳月
を要してしまいました。そのため版元は竹内孫八
（保永堂）から伊勢屋利兵衛（錦樹堂）に替わり
完結したところで版木は山田屋庄次郎（山庄）の
手に渡りました。そのため東海道シリーズに比べ
初摺の作品を蒐集することが難しく、特に「中津
川」宿については世界に数十枚しか存在しません。
　図の「木曽街道六十九次之内　中津川」は、木
曽街道46番目の宿場で美濃の国になります。右
側は立場茶屋です。中津川宿と次の大井町宿の距
離が長かったため人馬の休息所として作られた場
所で、中津川の宿場を出て中津川を渡った駒場
（こまんば）辺りでしょう。ここは古代の東山道

「木曽街道六十九次之内　中津川」
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那
珂
川
町
合
併
５
周
年
記
念
事

業
と
し
て
、
９
月
５
日
に
小
川
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー

ル
に
て
、「
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

公
開
す
こ
や
か
長
寿
」
の
公
開
録

画
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
〜
太
極
拳
に
学
ぶ
〜
柔
軟
な

足
腰
の
動
き
」
と
題
し
、
日
本
健

康
太
極
拳
協
会
の
楊
慧
さ
ん
を
講

師
に
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康

活
動
に
参
加
し
て
い
る
町
民
６
名

が
生
徒
役
で
参
加
、
太
極
拳
の
極

意
で
あ
る
全
身
の
気
の
流
れ
を
意

識
し
な
が
ら
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た

円
運
動
と
バ
ラ
ン
ス
の
指
導
を
受

け
、
観
客
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
太

極
拳
の
形
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
開
録
画
終
了
後
は
、

ゲ
ス
ト
出
演
し
て
い
た
ヨ
ネ
ス
ケ

さ
ん
に
よ
る
「
健
康
長
寿
は
笑
い

と
食
卓
か
ら
」
と
題
し
た
講
演
が

あ
り
、
25
年
間
放
送
さ
れ
て
い
る

「
隣
の
晩
ご
は
ん
」
シ
リ
ー
ズ
の

裏
話
や
以
前
、
同
番
組
で
当
町
を

訪
れ
た
際
に
お
邪
魔
し
た
家
の
方

が
今
回
の
観
客
に
中
に
い
て
再
会

を
果
た
す
な
ど
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
も

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
落
語
家
な
ら
で
は
の
軽

快
な
掛
け
合
い
と
オ
チ
の
あ
る
話

に
観
客
の
皆
さ
ん
は
大
い
に
笑

い
、
健
康
長
寿
の
秘
訣
を
伝
授
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
那
須
小
川
ま
ほ

ろ
ば
太
鼓
の
演
奏
後
、
佐
藤
佳
正

副
町
長
の
開
式
宣
言
に
続
き
、
大

金
伊
一
町
長
か
ら
「
合
併
か
ら
の

５
年
間
は
、
困
難
な
財
政
事
情
の

も
と
で
、
新
し
い
町
の
基
礎
固
め

に
専
念
し
て
き
た
期
間
で
し
た
。

こ
の
５
年
間
を
機
に
、
町
民
の
さ

ら
な
る
一
体
感
の
醸
成
と
融
和
を

図
り
、
今
後
は
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
実
践
に
向
け
て
、
明
日
の
那

珂
川
町
の
進
む
べ
き
道
を
切
り
開

き
、
次
の
世
代
に
活
か
し
て
い
く

た
め
に
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
自
治
功
労
者
及
び
特

別
功
労
者
と
し
て
９
名
の
方
と
２

団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
な
か
ち
ゃ
ん
」
と
町
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
愛
称
「
な
か
Ｔ

Ｖ
」
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
発
表
さ
れ
、

受
賞
者
の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
２
部
の
記
念
講
演
で
は
、
と

ち
ぎ
未
来
大
使
等
を
務
め
る
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
え
り
の

あ
さ
ん
に
よ
る
ラ
イ
ブ
＆
ト
ー
ク

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
受
賞
者

最
優
秀
賞

　

市
原
麻
奈
美　

様
（
東
京
都
）

優
秀
賞

　

田
角　

真
佑　

様
（
馬　

頭
）

　

屋
代
香
南
子　

様
（
大
山
田
下
郷
）

　

伊
佐
智
三
郎　

様
（
東
京
都
）

　

坂
口　

茂
樹　

様
（
長
野
県
）

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
セ
ン
タ
ー

　
　

愛
称
・
ロ
ゴ
マ
ー
ク
受
賞
者

最
優
秀
賞

　

堀
江　
　

豊　

様
（
広
島
県
）

優
秀
賞

　

豊
田
由
樹
子　

様
（
谷　

田
）

　

大
谷　
　

章　

様
（
矢
板
市
）

　

小
寺　

光
雄　

様
（
愛
知
県
）

　

工
藤　

和
久　

様
（
青
森
県
）

　

中
本　

竹
識　

様
（
福
岡
県
）

　

平
成
17
年
10
月
１
日
に
旧
馬
頭
町
と
旧
小
川
町
が
合
併
し
、
那
珂
川

町
が
誕
生
し
て
か
ら
、
５
年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
10
月
３
日
に
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
町
議
会
議
員
や
行
政
区
長
、
各
委
員
会
委
員
、
各
種
団

体
の
役
員
ほ
か
、
町
民
多
数
の
臨
席
の
も
と
、
那
珂
川
町
合
併
５
周
年

記
念
式
典
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

那珂川町合併５周 年記念式典を開催

Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ

「
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
公
開
す
こ
や
か
長
寿
」
の
公
開
録
画

那珂川町自治功労者表彰受賞者
　氏　名　　（住所）　　　　　　功　　績
川崎　和郎　様（馬　頭）　前町長
福田　光男　様（谷　川）　前選挙管理委員会委員長
佐藤　節子　様（馬　頭）　元図書館協議会委員
阿見　洋子　様（小　川）　前体育指導委員
和泉　洋一　様（小　川）　元体育指導委員
國安　隆夫　様（吉　田）　前社会福祉協議会会長

　氏　名　　（住所）　　　　　　功　　績
穴山　桂介　様（浄法寺）　地域活動（大日堂の打鐘）
伴　　栄輝　様（浄法寺）　地域活動（大日堂の打鐘）
岩崎　　航　様（浄法寺）　地域活動（大日堂の打鐘）
馬頭広重美術館友の会　様　美術文化の支援活動
小川図書館ボランティア様　児童の健全育成活動

那珂川町特別功労者表彰受賞者

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
セ
ン
タ
ー

愛
称
「
な
か
Ｔ
Ｖ
」
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク

なかちゃんをデザインした市原さん（右）なかちゃんをデザインした市原さん（右）なかちゃんをデザインした市原さん（右）観客の皆さんも一緒に“はいポーズ”観客の皆さんも一緒に“はいポーズ”観客の皆さんも一緒に“はいポーズ”

ヨネスケさんのトークに会場は大笑いヨネスケさんのトークに会場は大笑いヨネスケさんのトークに会場は大笑い

オープニングの那須小川まほろば太鼓オープニングの那須小川まほろば太鼓オープニングの那須小川まほろば太鼓

自
治
功
労
者
表
彰
を
受
け
る

川
崎
和
郎
前
町
長

え
り
の
あ
さ
ん
と
な
か
ち
ゃ
ん
の

コ
ラ
ボ
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い
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
町
議
会
議
員
や
行
政
区
長
、
各
委
員
会
委
員
、
各
種
団

体
の
役
員
ほ
か
、
町
民
多
数
の
臨
席
の
も
と
、
那
珂
川
町
合
併
５
周
年

記
念
式
典
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

那珂川町合併５周 年記念式典を開催

Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ

「
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
公
開
す
こ
や
か
長
寿
」
の
公
開
録
画

那珂川町自治功労者表彰受賞者
　氏　名　　（住所）　　　　　　功　　績
川崎　和郎　様（馬　頭）　前町長
福田　光男　様（谷　川）　前選挙管理委員会委員長
佐藤　節子　様（馬　頭）　元図書館協議会委員
阿見　洋子　様（小　川）　前体育指導委員
和泉　洋一　様（小　川）　元体育指導委員
國安　隆夫　様（吉　田）　前社会福祉協議会会長

　氏　名　　（住所）　　　　　　功　　績
穴山　桂介　様（浄法寺）　地域活動（大日堂の打鐘）
伴　　栄輝　様（浄法寺）　地域活動（大日堂の打鐘）
岩崎　　航　様（浄法寺）　地域活動（大日堂の打鐘）
馬頭広重美術館友の会　様　美術文化の支援活動
小川図書館ボランティア様　児童の健全育成活動

那珂川町特別功労者表彰受賞者

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
セ
ン
タ
ー

愛
称
「
な
か
Ｔ
Ｖ
」
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク

なかちゃんをデザインした市原さん（右）なかちゃんをデザインした市原さん（右）なかちゃんをデザインした市原さん（右）観客の皆さんも一緒に“はいポーズ”観客の皆さんも一緒に“はいポーズ”観客の皆さんも一緒に“はいポーズ”

ヨネスケさんのトークに会場は大笑いヨネスケさんのトークに会場は大笑いヨネスケさんのトークに会場は大笑い

オープニングの那須小川まほろば太鼓オープニングの那須小川まほろば太鼓オープニングの那須小川まほろば太鼓

自
治
功
労
者
表
彰
を
受
け
る

川
崎
和
郎
前
町
長

え
り
の
あ
さ
ん
と
な
か
ち
ゃ
ん
の

コ
ラ
ボ
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一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入

が
95
億
３
，
０
８
７
万
３
，
９
１

９
円
で
前
年
度
に
比
べ
８
・
９
％

の
増
、
歳
出
が
87
億
８
，
４
４
６

万
６
、
８
８
２
円
で
前
年
度
比

７
・
４
％
の
増
と
な
り
、
差
引
額

は
７
億
４
，
６
４
０
万
７
，
０
３

７
円
。
こ
の
う
ち
繰
越
明
許
費
繰

越
額
４
，
１
０
５
万
１
千
円
を
差

○
健
全
化
判
断
比
率
と
は
？

　

財
政
破
た
ん
団
体
が
出
る
の
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
こ
れ
ま
で
一

般
会
計
と
一
部
の
特
別
会
計
の
み

で
判
断
し
て
い
た
財
政
指
標
を
、

地
方
公
共
団
体
の
全
会
計
だ
け
で

な
く
、
公
社
や
第
三
セ
ク
タ
ー
の

決
算
と
も
連
結
さ
せ
判
断
す
る
新

し
い
財
政
指
標
で
す
。
地
方
公
共

団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
き
、
公
表
す
る
こ
と

に
な
る
の
は
、
実
質
赤
字
比
率
、

連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債

費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
の
４
指

標
と
資
金
不
足
比
率
で
す
。

○
判
断
基
準
は
？

　

財
政
指
標
の
う
ち
１
つ
で
も

「
早
期
健
全
化
基
準
」
を
上
回
れ

ば
黄
色
信
号
。「
財
政
健
全
化
計

画
策
定
」、「
外
部
監
査
」
等
の
導

入
を
し
、
自
主
的
に
改
善
努
力
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て

財
政
悪
化
が
さ
ら
に
進
み
「
財
政

再
生
基
準
」
を
上
回
る
と
赤
信

号
。「
財
政
再
生
計
画
策
定
」
及
び

「
計
画
に
つ
い
て
の
国
の
同
意
」、

「
地
方
債
の
制
限
」
等
、
国
の
監
視

下
に
置
か
れ
、
町
の
事
業
が
大
幅

に
縮
小
さ
れ
結
果
的
に
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

○
那
珂
川
町
の
状
況
は
？

　

平
成
21
年
度
決
算
に
基
づ
き
算

定
さ
れ
た
那
珂
川
町
の
健
全
化
判

断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
は
、

別
表
の
と
お
り
す
べ
て
国
の
基
準

値
以
下
と
な
り
ま
し
た
。
健
全
化

法
上
は
「
健
全
」
と
判
断
さ
れ
ま

し
た
が
、
町
税
収
入
が
少
な
く
、

地
方
交
付
税
へ
の
依
存
度
が
高
い

財
政
状
況
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ

り
な
く
、
継
続
的
な
行
財
政
改
革

の
推
進
を
図
り
、
健
全
財
政
の
運

営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、
７
億

５
３
５
万
６
，
０
３
７
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
つ
の
特
別
会
計
の
合

計
額
は
歳
入
が
45
億
６
，
５
４
７

万
８
，
２
８
１
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
、
23
・
０
％
の
減
、
歳
出
は

42
億
５
、
１
６
０
万
７
，
８
７
０

円
で
前
年
度
比
24
・
９
％
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
会
計
で
は
、
資
本
的

収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
不
足

す
る
９
，
０
４
６
万
６
，
８
９
５

円
は
、
損
益
勘
定
留
保
資
金
、
建

設
改
良
積
立
金
等
で
補
て
ん
し
ま

し
た
。

一
般
会
計
の
概
要

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
地
方
交

付
税
、
町
税
、
国
庫
支
出
金
及
び

臨
時
財
政
対
策
債
や
過
疎
対
策
事

業
債
等
の
地
方
債
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
依
存
財
源
と
自
主
財
源
の

構
成
比
は
、
そ
れ
ぞ
れ
68
・
３
％
、

31
・
７
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
の
第
１
は
、

民
生
費
で
、
統
合
保
育
園
建
設
事

業
費
の
ほ
か
、
各
種
の
福
祉
事
業

や
子
育
て
支
援
事
業
費
で
あ
り
ま

す
。
第
２
は
総
務
費
で
、
国
の
経

済
対
策
に
伴
う
定
額
給
付
金
給
付

事
業
や
、
定
住
促
進
を
図
る
た
め

の「
高
手
の
里
」整
備
事
業
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特
別
会
計
繰
出

金
の
ほ
か
、
総
務
管
理
費
な
ど
が

主
な
も
の
で
す
、
第
３
は
教
育
費

で
、
小
川
中
学
校
屋
内
体
育
館
改

築
工
事
や
校
舎
耐
震
工
事
な
ど
の

施
設
整
備
事
業
の
ほ
か
、
学
校
教

育
や
社
会
体
育
の
振
興
に
要
し
た

経
費
が
主
な
も
の
で
す
。
第
４
は

公
債
費
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
那
珂
川
町
の
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
決
算
が
、

９
月
７
日
か
ら
９
月
13
日
ま
で
行
わ
れ
た
第
５
回
那
珂
川
町
議
会
定
例

会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
決
算
報
告

一
般
会
計
・
特
別
会
計
が
認
定

平
成
　
年
度　

那
珂
川
町
の
健
全
化
判
断
比
率
等
を
公
表
し
ま
す
。

※実質赤字額、連結実質赤字額が少ないため、「－（該当なし）」で表示しています。

※資金不足比率がない会計は「－（該当なし）」で表示しています。 ※会計毎に万円単位に端数調整しています。

指　　　標

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

那珂川町

－ 

－ 

12.0％

57.7％

早期健全化基準

14.45％

19.45％

25.0  ％

350.0  ％

財政再生基準

20.00％

40.00％

35.0  ％

健　全　化　判　断　比　率

特　別　会　計　等

水　道　事　業　会　計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

農業集落排水事業特別会計

簡 易 水 道 特 別 会 計 

那珂川町

－ 

経営健全化基準

20.00％

資　金　不　足　比　率

21

会計名
区　分

国 民 健 康 保 険 21億7,613万円

823万円

1億4,726万円

3億1,329万円

12億9,673万円

3億3,244万円

4,691万円

2億4,447万円

45億6,546万円

2億3,553万円

1億4,677万円

20億1,852万円

790万円

1億4,498万円

2億6,672万円

12億2,266万円

3億1,918万円

4,394万円

2億2,771万円

42億5,161万円

2億1,003万円

2億3,724万円

1億5,761万円

33万円

228万円

4,657万円

7,407万円

1,326万円

297万円

1,676万円

3億1,385万円

2,550万円

△9,047万円

老　  人 　 保  　健

後 期 高 齢 者 医 療

介　  護　  保　  険

下　水　道　事　業

農業集落排水事業

簡 易 水 道 事 業

合　　　　　　　計

水道事業
収益的収支

資本的収支

決　　　算　　　額

歳　　　入 歳　　　出 差　　　引

ケーブルテレビ事業

特別会計・公営企業会計

歳 入歳 出

歳入決算額
95億3,087万円

町税
20億4,904万円
（21.5%）

繰越金
2億7,659万円
（2.9%）

諸収入
2億2,067万円
（2.3%）

繰入金
1億5,052万円
（1.6%）

分担金及び負担金
1億4,677万円
（1.5%）

使用料及び手数料
1億2,368万円
（1.3%）

財産収入
5,511万円（0.6%）寄附金

227万円（0.02%）

地方交付税
34億8,263万円
（36.5%）

国庫支出金
12億685万円
（12.7%）

町債町債
7億5,087万円7億5,087万円
（7.9%7.9%）

町債
7億5,087万円
（7.9%）

県支出金
6億641万円
（6.4%）

地方消費税交付金
1億7,449万円
（1.8%） その他

1億6,918万円（1.8%）

地方譲与税
1億1,579万円（1.2%）

自主財源
依存財源

歳出決算額
87億8,446万円

人件費
18億2,510万円
（20.8%）

補助費等
14億4,958万円
（16.5%）

普通建設費
14億2,871万円
（16.3%）

公債費
11億7,955万円
（13.4%）

繰出金
10億9,683万円
（12.5%）

物件費
9億9,798万円
（11.4%）

扶助費
4億8,709万円
（5.5%）

積立金
1億5,624万円（1.8%）

維持補修費
5,811万円
（0.7%）

貸付金
1億485万円（1.2%）

歳出決算額
87億8,446万円

民生費
20億3,410万円
（23.2%）

総務費
14億8,553万円
（16.9%）

教育費
12億1,152万円
（13.8%）

公債費
11億7,957万円
（13.4%）

土木費
8億7,972万円
（10.0%）

衛生費
8億1,212万円
（9.2%）

消防費
4億3,032万円
（4.9%）

農林水産業費
3億8,862万円（4.4%）

商工費
2億6,871万円（3.1%）

議会費
9,383万円（1.1%）

目的別性質別
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一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入

が
95
億
３
，
０
８
７
万
３
，
９
１

９
円
で
前
年
度
に
比
べ
８
・
９
％

の
増
、
歳
出
が
87
億
８
，
４
４
６

万
６
、
８
８
２
円
で
前
年
度
比

７
・
４
％
の
増
と
な
り
、
差
引
額

は
７
億
４
，
６
４
０
万
７
，
０
３

７
円
。
こ
の
う
ち
繰
越
明
許
費
繰

越
額
４
，
１
０
５
万
１
千
円
を
差

○
健
全
化
判
断
比
率
と
は
？

　

財
政
破
た
ん
団
体
が
出
る
の
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
こ
れ
ま
で
一

般
会
計
と
一
部
の
特
別
会
計
の
み

で
判
断
し
て
い
た
財
政
指
標
を
、

地
方
公
共
団
体
の
全
会
計
だ
け
で

な
く
、
公
社
や
第
三
セ
ク
タ
ー
の

決
算
と
も
連
結
さ
せ
判
断
す
る
新

し
い
財
政
指
標
で
す
。
地
方
公
共

団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
き
、
公
表
す
る
こ
と

に
な
る
の
は
、
実
質
赤
字
比
率
、

連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債

費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
の
４
指

標
と
資
金
不
足
比
率
で
す
。

○
判
断
基
準
は
？

　

財
政
指
標
の
う
ち
１
つ
で
も

「
早
期
健
全
化
基
準
」
を
上
回
れ

ば
黄
色
信
号
。「
財
政
健
全
化
計

画
策
定
」、「
外
部
監
査
」
等
の
導

入
を
し
、
自
主
的
に
改
善
努
力
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て

財
政
悪
化
が
さ
ら
に
進
み
「
財
政

再
生
基
準
」
を
上
回
る
と
赤
信

号
。「
財
政
再
生
計
画
策
定
」
及
び

「
計
画
に
つ
い
て
の
国
の
同
意
」、

「
地
方
債
の
制
限
」
等
、
国
の
監
視

下
に
置
か
れ
、
町
の
事
業
が
大
幅

に
縮
小
さ
れ
結
果
的
に
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

○
那
珂
川
町
の
状
況
は
？

　

平
成
21
年
度
決
算
に
基
づ
き
算

定
さ
れ
た
那
珂
川
町
の
健
全
化
判

断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
は
、

別
表
の
と
お
り
す
べ
て
国
の
基
準

値
以
下
と
な
り
ま
し
た
。
健
全
化

法
上
は
「
健
全
」
と
判
断
さ
れ
ま

し
た
が
、
町
税
収
入
が
少
な
く
、

地
方
交
付
税
へ
の
依
存
度
が
高
い

財
政
状
況
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ

り
な
く
、
継
続
的
な
行
財
政
改
革

の
推
進
を
図
り
、
健
全
財
政
の
運

営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、
７
億

５
３
５
万
６
，
０
３
７
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
つ
の
特
別
会
計
の
合

計
額
は
歳
入
が
45
億
６
，
５
４
７

万
８
，
２
８
１
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
、
23
・
０
％
の
減
、
歳
出
は

42
億
５
、
１
６
０
万
７
，
８
７
０

円
で
前
年
度
比
24
・
９
％
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
会
計
で
は
、
資
本
的

収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
不
足

す
る
９
，
０
４
６
万
６
，
８
９
５

円
は
、
損
益
勘
定
留
保
資
金
、
建

設
改
良
積
立
金
等
で
補
て
ん
し
ま

し
た
。

一
般
会
計
の
概
要

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
地
方
交

付
税
、
町
税
、
国
庫
支
出
金
及
び

臨
時
財
政
対
策
債
や
過
疎
対
策
事

業
債
等
の
地
方
債
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
依
存
財
源
と
自
主
財
源
の

構
成
比
は
、
そ
れ
ぞ
れ
68
・
３
％
、

31
・
７
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
の
第
１
は
、

民
生
費
で
、
統
合
保
育
園
建
設
事

業
費
の
ほ
か
、
各
種
の
福
祉
事
業

や
子
育
て
支
援
事
業
費
で
あ
り
ま

す
。
第
２
は
総
務
費
で
、
国
の
経

済
対
策
に
伴
う
定
額
給
付
金
給
付

事
業
や
、
定
住
促
進
を
図
る
た
め

の「
高
手
の
里
」整
備
事
業
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特
別
会
計
繰
出

金
の
ほ
か
、
総
務
管
理
費
な
ど
が

主
な
も
の
で
す
、
第
３
は
教
育
費

で
、
小
川
中
学
校
屋
内
体
育
館
改

築
工
事
や
校
舎
耐
震
工
事
な
ど
の

施
設
整
備
事
業
の
ほ
か
、
学
校
教

育
や
社
会
体
育
の
振
興
に
要
し
た

経
費
が
主
な
も
の
で
す
。
第
４
は

公
債
費
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
那
珂
川
町
の
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
決
算
が
、

９
月
７
日
か
ら
９
月
13
日
ま
で
行
わ
れ
た
第
５
回
那
珂
川
町
議
会
定
例

会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
決
算
報
告

一
般
会
計
・
特
別
会
計
が
認
定

平
成
　
年
度　

那
珂
川
町
の
健
全
化
判
断
比
率
等
を
公
表
し
ま
す
。

※実質赤字額、連結実質赤字額が少ないため、「－（該当なし）」で表示しています。

※資金不足比率がない会計は「－（該当なし）」で表示しています。 ※会計毎に万円単位に端数調整しています。

指　　　標

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

那珂川町

－ 

－ 

12.0％

57.7％

早期健全化基準

14.45％

19.45％

25.0  ％

350.0  ％

財政再生基準

20.00％

40.00％

35.0  ％

健　全　化　判　断　比　率

特　別　会　計　等

水　道　事　業　会　計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

農業集落排水事業特別会計

簡 易 水 道 特 別 会 計 

那珂川町

－ 

経営健全化基準

20.00％

資　金　不　足　比　率

21

会計名
区　分

国 民 健 康 保 険 21億7,613万円

823万円

1億4,726万円

3億1,329万円

12億9,673万円

3億3,244万円

4,691万円

2億4,447万円

45億6,546万円

2億3,553万円

1億4,677万円

20億1,852万円

790万円

1億4,498万円

2億6,672万円

12億2,266万円

3億1,918万円

4,394万円

2億2,771万円

42億5,161万円

2億1,003万円

2億3,724万円

1億5,761万円

33万円

228万円

4,657万円

7,407万円

1,326万円

297万円

1,676万円
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（1.5%）
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（1.3%）
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227万円（0.02%）
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地方譲与税
1億1,579万円（1.2%）
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歳出決算額
87億8,446万円
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20億3,410万円
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（16.9%）
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（13.8%）

公債費
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（13.4%）

土木費
8億7,972万円
（10.0%）
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8億1,212万円
（9.2%）
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4億3,032万円
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3億8,862万円（4.4%）
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目的別性質別
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　ケーブルテレビ高度化事業の基盤
整備、施設の適正な維持管理のため
特別会計に繰出ししました。

　町民への生活支援を行うととも
に、地域の経済対策を目的に定額給
付金を給付しました。

平成21年度

１億4,030万円

　障害者の自立更正を推進するた
め、障害者福祉サービス事業や医療
費助成、見舞金の給付、補装具の給
付等を積極的に実施しました。

１億5,652万円

　｢住民が主役となる社
会」、｢地域住民が協働する
社会」、「地域が自立する社
会」を目指して活動する５
つのまちづくり団体に対し
て補助金を交付しました。

111万円

３億906万円

　保育施設の充実のため、小川地区の３保育園を統合し、わかあゆ保育園
を整備しました。

３億6,577万円

　バイオマス利活用を目的とした基礎調査や、ゴミの減量化を
図るためのマイバックを作成し各家庭に配布しました。

１．総　　務　　費

２．民　　生　　費

３．衛　　生　　費

ケーブルテレビ事業
特別会計繰出金 定額給付金給付事業

　小学校終了時までの児童を養育
している方に対して児童手当を支
給しました。

１億2,206万円

児童手当支給事業

　小学校３年生終了時までの子どもに
対して医療費の助成を行いました。

1,953万円

こども医療費

　大山田下郷高手地
区の町有地を整備
し、町 外 者 に20年
間無償で貸出すこと
により定住の促進を
図ります。

3,433万円

定住促進団地整備事業

障害者福祉サービス事業

　母子の一貫した健康管理を目指
し、健康教育・相談及び各種検診を
実施しました。

869万円
　町民の健康水準の向上を図るた
め、健康づくり及び疾病予防対策事
業を実施しました。

3,205万円

健康増進事業

　新型インフルエンザの発生によ
り、感染拡大予防の周知、予防接種
等の対策を実施しました。

1,274万円

新型インフルエンザ対策費母子保健衛生事業

897万円

環境のまちづくり推進事業

　ゴミの分別収集とリサイクルに
取り組むために、適正な廃棄物収集
事業を実施しました。

１億9,603万円
　南那須地域広域行政事務組合衛生
センターのし尿処理負担金

7,892万円

し尿処理対策事業

　生活排水による水質汚濁防止を図
るため、合併処理浄化槽設置に対し
補助しました。

2,256万円

合併処理浄化槽設置補助金ごみ収集対策事業

統合保育園建設事業

地域住民と協働によるまちづくり推進事業

主な事業と
　　決算額

５．商　　工　　費

６．土　　木　　費

７．消　　防　　費

　中山間地域の農業生産基盤、生活環境整備のため、馬
頭南部地区の集落道整備を実施しました。

　農村における農地水環境の良好な保全と質的向上の共
同作業を実施しました。

400万円

　とちぎの元気な森づくり県
民税の交付を受け、「すくす
くの森」ほか７箇所の里山の
管理、整備を実施しました。

４．農林水産業費

　農地保全を目的に集落協
定を結んだ集落へ、交付金
を交付しました。

2,696万円
　圷地区、東戸田地区、薬
利地区の農業施設整備事業
を実施しました。

1,706万円

県単農業農村整備事業

897万円

とちぎの元気な森づくり事業中山間地域等
直接支払交付事業

１億145万円

南部地区中山間地域総合整備事業

　商店街活性化事業、緊急景気対策
事業及び商工会合併協議会等につい
て支援しました。

　地元中小企業の振興策として、融
資制度の利用促進を図りました。

１億286万円
　失業者の増加に伴い国の経済対策
の一環で、緊急に地元雇用の創出を
図りました。

629万円

緊急雇用創出事業

2,860万円

商工業振興費中小企業振興資金事業

　緊急発生時の連絡放送のための、消
防行政無線の施設改修をしました。

　町民の安全と財産を守るため、消
防、防災活動の充実に努めました。

３億9,465万円

消防管理運営費（常備消防を含む）

3,554万円

消防施設整備事業

　国際的視野を養うため、青少
年海外体験派遣事業、ホームス
ティウィークエンド事業、ホー
スヘッズ村交流事業等を実施し
ました。

544万円

国際交流事業

　馬頭中学校変電設備等の改修工事を
実施しました。

2,253万円

馬頭中学校施設整備費

　小川中学校校舎の耐震工事及び屋内
体育館の改修工事に取組みました。

１億6,846万円

小川中学校施設整備費

　児童生徒の心身発達のため、栄養バ
ランスに配慮した給食を提供するとと
もに、食育の推進に努めました。

１億2,762万円

学校給食センター管理運営費

　生涯スポーツの普及と振興を図るため、
体育施設の維持管理に努めました。

2,787万円

体育施設維持管理費

　土地の実態を正確に把握するため、谷川
地区、馬頭地区、谷田地区、上ノ原地区の
地籍調査事業を実施しました。

1,576万円
　町民が利用しやすい公園として、室町交
差点に小公園を整備しました。

1,801万円

室町小公園整備事業地籍調査推進事業

　国の交付金を利用して、町道大山田立野
線等の改良舗装事業を実施しました。

１億4,115万円

地方道路交付金事業

　生活基盤の充実として、安全で安心して
利用できる車道、歩道の整備をしました。

２億4,170万円

町道改良舗装事業

農地・水・環境保全向上対策事業

８．教　　育　　費
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を交付しました。

2,696万円
　圷地区、東戸田地区、薬
利地区の農業施設整備事業
を実施しました。

1,706万円

県単農業農村整備事業

897万円

とちぎの元気な森づくり事業中山間地域等
直接支払交付事業

１億145万円

南部地区中山間地域総合整備事業

　商店街活性化事業、緊急景気対策
事業及び商工会合併協議会等につい
て支援しました。

　地元中小企業の振興策として、融
資制度の利用促進を図りました。

１億286万円
　失業者の増加に伴い国の経済対策
の一環で、緊急に地元雇用の創出を
図りました。

629万円

緊急雇用創出事業

2,860万円

商工業振興費中小企業振興資金事業

　緊急発生時の連絡放送のための、消
防行政無線の施設改修をしました。

　町民の安全と財産を守るため、消
防、防災活動の充実に努めました。

３億9,465万円

消防管理運営費（常備消防を含む）

3,554万円

消防施設整備事業

　国際的視野を養うため、青少
年海外体験派遣事業、ホームス
ティウィークエンド事業、ホー
スヘッズ村交流事業等を実施し
ました。

544万円

国際交流事業

　馬頭中学校変電設備等の改修工事を
実施しました。

2,253万円

馬頭中学校施設整備費

　小川中学校校舎の耐震工事及び屋内
体育館の改修工事に取組みました。

１億6,846万円

小川中学校施設整備費

　児童生徒の心身発達のため、栄養バ
ランスに配慮した給食を提供するとと
もに、食育の推進に努めました。

１億2,762万円

学校給食センター管理運営費

　生涯スポーツの普及と振興を図るため、
体育施設の維持管理に努めました。

2,787万円

体育施設維持管理費

　土地の実態を正確に把握するため、谷川
地区、馬頭地区、谷田地区、上ノ原地区の
地籍調査事業を実施しました。

1,576万円
　町民が利用しやすい公園として、室町交
差点に小公園を整備しました。

1,801万円

室町小公園整備事業地籍調査推進事業

　国の交付金を利用して、町道大山田立野
線等の改良舗装事業を実施しました。

１億4,115万円

地方道路交付金事業

　生活基盤の充実として、安全で安心して
利用できる車道、歩道の整備をしました。

２億4,170万円

町道改良舗装事業

農地・水・環境保全向上対策事業

８．教　　育　　費



9 広報なかがわ　平成22年10月10日 8広報なかがわ　平成22年10月10日

　那珂川町職員の給与・定員管理、勤務時間などについて公表
します。
　町職員の給与・定員管理などは、地方公務員法などの規定に
基づき、町議会の議決を経て条例等で定められています。

１．職員数の状況

３．職員の給与の状況

４．職員の手当の状況

５．職員の勤務時間その他の勤務条件

２．定員管理の状況

（3）一般行政職の級別職員数の状況
　 （H22.４.１現在）

（1）部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

（2）年齢別職員構成の状況（H22.４.１現在）

単位：人
単位：人

単位：人

単位：人

（1）定員適正化の進捗状況

（1）人件費の状況（前年度普通会計決算額）（2）退職手当の状況（H22.４.１現在）

（3）その他の手当の状況（H22.４.１現在）

（1）勤務の状況（H22.４.１現在）

（2）部門別職員数の推移状況（各年４.１現在）

単位：人

単位：千円

（2）職員給与費の状況（当年度一般会計予算額）

（3）職員の平均給料月額の状況（H22.４.１現在）

（4）初任給の状況（H22.４.１現在）

（5）経験年数･学歴別平均給料月額の状況（H22.４.１現在）

（1）期末・勤勉手当の状況（H22.４.１現在）

単位：千円

区 分
６級
５級
４級
３級
２級
１級

部　　　門
 

一　般　行　政
特　別　行　政
公営企業等会計
合　　　計

対前年
増減数平成21年 平成22年

職　　員　　数
標準的な職務 職員数 構成比

課長､局長､主幹の職務
課長､主幹の職務
課長補佐､副主幹の職務 
係長､主査の職務
主事､技師の職務
主事（補）､技師（補）の職務

15
22
57
39
10
10

9．8%
14．4%
37．3%
25．5%
6．5%
6．5%

※教育長及び南那須地区広域行政事務組合派遣職員は
含まず。

※職員給与、特別職給料及び報酬等が含まれています。

※職員手当には退職手当を含んでいません。※定年前早期退職者に対する特例措置有り（３～ 30％）
※職の職制上の段階、職務の級等による職員の区分に応じた
調整額の加算有り

※職制上の段階、職務の級等による加算措置有り

※南那須地区広域行政事務組合派遣職員を含み教育長は
含まず。

※教育長を含み、南那須地区広域行政事務組合派遣職員は
含まず。

※教育長及び南那須地区広域行政事務組合派遣職員は
含まず。

※教育長を含み、南那須地区広域行政事務組合派遣職員は含まず。

164
59
28
251

3
48
11
24
5
12
103
61
13
74
177
64
64
8
4
16
28
269

3
49
10
17
6
10
95
56
13
69
164
59
59
8
4
16
28
251

3
47
10
17
6
10
93
57
13
70
163
54
54
8
4
16
28
245

0
△ 5
0

△ 5
△ 1
1

△ 10
△ 2
0

△ 2
△ 12
△ 5
△ 5
△ 1
0
1
0

△ 17

0
1

△ 1
△ 7
1

△ 2
△ 8
△ 5
0

△ 5
△ 13
△ 5
△ 5
0
0
0
0

△ 18

0
△ 2
0
0
0
0

△ 2
1
0
1

△ 1
△ 5
△ 5
0
0
0
0

△ 6

300
－

291
△ 9

288
△ 3

271
△ 17

254
△ 17

248
△ 6

163
54
28
245

△ 1
△ 5
0

△ 6

20～ 
23歳

平成17年
（１年目）

平成18年
（２年目）

平成19年
（３年目）

平成20年
（４年目）

平成21年
（５年目）

平成22年
（終年）

24～ 
27歳

28～ 
31歳

32～ 
35歳

36～ 
39歳

40～ 
43歳

44～ 
47歳

48～ 
51歳

52～ 
55歳

56～ 
59歳

60歳 
以上 合計

職　員　数

職　員　数 職　員　数

職　員　数（人）
平成20年 平成21年 平成22年 平成20年 平成21年 平成22年

対前年増減数（人）

対前年増減

6 17 14 17 25 12

22 43 48 40 0 244

福祉関係除く
一般行政

福祉関係

議　　　会
総　　　務
税　　　務
農　　　水
商　　　工
土　　　木
小　　計
民　　　生
衛　　　生
小　　計

教　　　育
小　　計
水　　　道
下　水　道
そ　の　他
小　　計

一　　般　　行　　政　　計

特別行政

公営企業等

総　　　　　合　　　　　計

歳出額
Ａ

歳出額
Ａ

区　　分
一 般 行 政 職
技 能 労 務 職

区　　分
期  末  手  当
勤  勉  手  当

区　　分

区　　分

初任給

経験年数
10～14年

経験年数
15～19年

経験年数
20～24年

２年後の給料

一般行政職
大学卒
高校卒
高校卒技能労務職

一般行政職
大学卒
高校卒
高校卒技能労務職

平均年齢 平均給料月額

内　　容 国の制度との比較

区　　分

名　　称

特殊勤務手当

時間外勤務手当

扶　養　手　当

住　居　手　当

通　勤　手　当

１週間の勤務時間
１日の勤務時間
執務時間
休憩時間

内　　　　　容

自己都合退職
　勤続20年
　勤続25年
　勤続35年
　最高限度額

勧奨･定年退職
　勤続20年
　勤続25年
　勤続35年
　最高限度額

内　　容 国の制度との比較

１人当たり給与費
Ｂ/Ａ

実質収支

給　　与　　費
給　料 職員手当 期末･勤勉手当 計　Ｂ

人件費
Ｂ

人件費率
Ｂ/Ａ

住民基本台帳
人口

H22.3.31現在
19,344人 8,910,879

223人

23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

同じ

同じ

907,106 76,128

44.4歳
55.2歳

161,600円
140,100円
137,200円

267,300円
－
－

303,200円
285,100円
          －

361,100円
327,700円
275,000円

177,300円
148,500円
145,500円

335,300円
321,700円

343,119 1,326,353 5,948

751,931 1,908,306
　　 ％
21.4

◆給与抑制措置としての減額
　那珂川町では、給与抑制措置として、次のとおり減額支
給しています。
　①特別職給料　　　　10％削減（町長30％）
　②特別職期末手当　　10％削減（町長30％）
　③管理職手当　　　　50％削減
　④議員報酬　　　　　  5％削減 
　⑤議員期末手当　　　  5％削減 

2.75月分
1.40月分

同じ
同じ

　著しく危険、不快、不健康又は困難
な勤務等に従事する職員に対して支給
される手当で、滞納整理事務、用地取
得等交渉業務、汚物等処理作業などが
あります。

　正規の勤務時間外に勤務することを
命ぜられた職員に、その勤務した時間
数に応じて支給される手当です。

配偶者　　　　　　　　  月 13,000円
配偶者以外の扶養親族　  月   6,500円
　　　　　　　　　　　  ～ 11,000円
満16歳から満22歳までの子の加算
　　　　　　　　　　　  月   5,000円

借家・借間
　　　　　　　　月額上限　27,000円
（家賃月額12,000円を超える場合） 

電車・バス通勤者　　　実費額
自家用車通勤者　　　　  月   2,000円
　　　　　　　　　　　  ～ 24,500円

38時間45分
７時間45分
８：30～17：15
12：00～13：00



9 広報なかがわ　平成22年10月10日 8広報なかがわ　平成22年10月10日

　那珂川町職員の給与・定員管理、勤務時間などについて公表
します。
　町職員の給与・定員管理などは、地方公務員法などの規定に
基づき、町議会の議決を経て条例等で定められています。

１．職員数の状況

３．職員の給与の状況

４．職員の手当の状況

５．職員の勤務時間その他の勤務条件

２．定員管理の状況

（3）一般行政職の級別職員数の状況
　 （H22.４.１現在）

（1）部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

（2）年齢別職員構成の状況（H22.４.１現在）

単位：人
単位：人

単位：人

単位：人

（1）定員適正化の進捗状況

（1）人件費の状況（前年度普通会計決算額）（2）退職手当の状況（H22.４.１現在）

（3）その他の手当の状況（H22.４.１現在）

（1）勤務の状況（H22.４.１現在）

（2）部門別職員数の推移状況（各年４.１現在）

単位：人

単位：千円

（2）職員給与費の状況（当年度一般会計予算額）

（3）職員の平均給料月額の状況（H22.４.１現在）

（4）初任給の状況（H22.４.１現在）

（5）経験年数･学歴別平均給料月額の状況（H22.４.１現在）

（1）期末・勤勉手当の状況（H22.４.１現在）

単位：千円

区 分
６級
５級
４級
３級
２級
１級

部　　　門
 

一　般　行　政
特　別　行　政
公営企業等会計
合　　　計

対前年
増減数平成21年 平成22年

職　　員　　数
標準的な職務 職員数 構成比

課長､局長､主幹の職務
課長､主幹の職務
課長補佐､副主幹の職務 
係長､主査の職務
主事､技師の職務
主事（補）､技師（補）の職務

15
22
57
39
10
10

9．8%
14．4%
37．3%
25．5%
6．5%
6．5%

※教育長及び南那須地区広域行政事務組合派遣職員は
含まず。

※職員給与、特別職給料及び報酬等が含まれています。

※職員手当には退職手当を含んでいません。※定年前早期退職者に対する特例措置有り（３～ 30％）
※職の職制上の段階、職務の級等による職員の区分に応じた
調整額の加算有り

※職制上の段階、職務の級等による加算措置有り

※南那須地区広域行政事務組合派遣職員を含み教育長は
含まず。

※教育長を含み、南那須地区広域行政事務組合派遣職員は
含まず。

※教育長及び南那須地区広域行政事務組合派遣職員は
含まず。

※教育長を含み、南那須地区広域行政事務組合派遣職員は含まず。

164
59
28
251

3
48
11
24
5
12
103
61
13
74
177
64
64
8
4
16
28
269

3
49
10
17
6
10
95
56
13
69
164
59
59
8
4
16
28
251

3
47
10
17
6
10
93
57
13
70
163
54
54
8
4
16
28
245

0
△ 5
0

△ 5
△ 1
1

△ 10
△ 2
0

△ 2
△ 12
△ 5
△ 5
△ 1
0
1
0

△ 17

0
1

△ 1
△ 7
1

△ 2
△ 8
△ 5
0

△ 5
△ 13
△ 5
△ 5
0
0
0
0

△ 18

0
△ 2
0
0
0
0

△ 2
1
0
1

△ 1
△ 5
△ 5
0
0
0
0

△ 6

300
－

291
△ 9

288
△ 3

271
△ 17

254
△ 17

248
△ 6

163
54
28
245

△ 1
△ 5
0

△ 6

20～ 
23歳

平成17年
（１年目）

平成18年
（２年目）

平成19年
（３年目）

平成20年
（４年目）

平成21年
（５年目）

平成22年
（終年）

24～ 
27歳

28～ 
31歳

32～ 
35歳

36～ 
39歳

40～ 
43歳

44～ 
47歳

48～ 
51歳

52～ 
55歳

56～ 
59歳

60歳 
以上 合計

職　員　数

職　員　数 職　員　数

職　員　数（人）
平成20年 平成21年 平成22年 平成20年 平成21年 平成22年

対前年増減数（人）

対前年増減

6 17 14 17 25 12

22 43 48 40 0 244

福祉関係除く
一般行政

福祉関係

議　　　会
総　　　務
税　　　務
農　　　水
商　　　工
土　　　木
小　　計
民　　　生
衛　　　生
小　　計

教　　　育
小　　計
水　　　道
下　水　道
そ　の　他
小　　計

一　　般　　行　　政　　計

特別行政

公営企業等

総　　　　　合　　　　　計

歳出額
Ａ

歳出額
Ａ

区　　分
一 般 行 政 職
技 能 労 務 職

区　　分
期  末  手  当
勤  勉  手  当

区　　分

区　　分

初任給

経験年数
10～14年

経験年数
15～19年

経験年数
20～24年

２年後の給料

一般行政職
大学卒
高校卒
高校卒技能労務職

一般行政職
大学卒
高校卒
高校卒技能労務職

平均年齢 平均給料月額

内　　容 国の制度との比較

区　　分

名　　称

特殊勤務手当

時間外勤務手当

扶　養　手　当

住　居　手　当

通　勤　手　当

１週間の勤務時間
１日の勤務時間
執務時間
休憩時間

内　　　　　容

自己都合退職
　勤続20年
　勤続25年
　勤続35年
　最高限度額

勧奨･定年退職
　勤続20年
　勤続25年
　勤続35年
　最高限度額

内　　容 国の制度との比較

１人当たり給与費
Ｂ/Ａ

実質収支

給　　与　　費
給　料 職員手当 期末･勤勉手当 計　Ｂ

人件費
Ｂ

人件費率
Ｂ/Ａ

住民基本台帳
人口

H22.3.31現在
19,344人 8,910,879

223人

23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

同じ

同じ

907,106 76,128

44.4歳
55.2歳

161,600円
140,100円
137,200円

267,300円
－
－

303,200円
285,100円
          －

361,100円
327,700円
275,000円

177,300円
148,500円
145,500円

335,300円
321,700円

343,119 1,326,353 5,948

751,931 1,908,306
　　 ％
21.4

◆給与抑制措置としての減額
　那珂川町では、給与抑制措置として、次のとおり減額支
給しています。
　①特別職給料　　　　10％削減（町長30％）
　②特別職期末手当　　10％削減（町長30％）
　③管理職手当　　　　50％削減
　④議員報酬　　　　　  5％削減 
　⑤議員期末手当　　　  5％削減 

2.75月分
1.40月分

同じ
同じ

　著しく危険、不快、不健康又は困難
な勤務等に従事する職員に対して支給
される手当で、滞納整理事務、用地取
得等交渉業務、汚物等処理作業などが
あります。

　正規の勤務時間外に勤務することを
命ぜられた職員に、その勤務した時間
数に応じて支給される手当です。

配偶者　　　　　　　　  月 13,000円
配偶者以外の扶養親族　  月   6,500円
　　　　　　　　　　　  ～ 11,000円
満16歳から満22歳までの子の加算
　　　　　　　　　　　  月   5,000円

借家・借間
　　　　　　　　月額上限　27,000円
（家賃月額12,000円を超える場合） 

電車・バス通勤者　　　実費額
自家用車通勤者　　　　  月   2,000円
　　　　　　　　　　　  ～ 24,500円

38時間45分
７時間45分
８：30～17：15
12：00～13：00
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　去年の秋から、僕は昼休みに散歩を始めました。既
に散歩している上司と一緒に小川庁舎から旧小川給食
センター⇒小川総合福祉センターから北回りで30分
間で約３キロを歩いて小川庁舎に戻ります。
　一年前は３人で歩きました
が、最近は多い時で６人で歩
きます。メタボ対策、ストレ
ス解消、腰痛予防など、始め
た動機は皆それぞれに健康の
理由があります。仕事の都合
で全員が揃う日はほとんどな
いですが、真夏の猛暑にも真
冬の厳寒にも負けず、歩き続
けています。参加回数の割に
は、健康の成果が得られていると感じます。
　しかし、成果は他にもあります。同じコースを一年
中歩いていると、様々な発見があります。日々の季節
の移りにも気付き、色々と勉強になりました。
　例えば、秋の紅葉を楽しんだ後、ナラの木の葉がそ
のまま春まで落ちずに残ることを初めて知りました。
田圃は春の田植えから秋の稲刈りまで、稲の成長、開

花、実りの状況を自分の目で確認できました。今年の
夏、カラスは一定の間隔で電線に並んで人間のように
「あっぢ～」のポーズを取って猛暑をしのいでいるこ
とも見られました。
　発見は自然だけではありません。まほろばの湯の前
を歩いていると、年中、商売繁盛を確認できます。ぼ
らーれの前を通ると、僕の畑で使っている堆肥はいつ
入荷したのか、イチゴハウスの前を通ると、イチゴは
いつ出荷するのかが予測できます。それぞれの現場職

員は昼休みなので見かけま
せんが新しい看板の設置、路
面修復、建物の建築など数多
くの仕事も自分の目で確認
できます。
　小さな「ありがたみ」もあ
ります。夏は緩やかな坂を
登った後、散歩後半は木陰を
大切にして歩きます。夏のア
スファルトの熱は靴に伝

わってきて不快ですが、冬には気持ちいいです。去年
は北風対策として生やしたヒゲはあまりにも温かく、
同僚のからかいは気になりませんでした。
　那珂川町は広く、車で移動することが多いです。ま
た、部屋の中にエアコンや暖房を付けて過ごすのは気
楽です。しかし、那珂川町のスローライフを楽しむた
めには、自分の足が一番ですね。

第18話　「散歩」

１．広告の枚数及び金額
　　町・県民税、固定資産税、軽自動車税及び国民健康保
　険税の４種類で合計約23,000枚の納税通知書の封筒すべ
　てに広告が掲載されます。広告料は封筒１枚につき３円
　となります。
２．納税通知書の発送時期
　①町・県民税用封筒　　（約5,000枚）…来年６月発送
　②固定資産税用封筒　　（約8,000枚）…来年４月発送
　③軽自動車税用封筒　　（約4,500枚）…来年４月発送
　④国民健康保険税用封筒（約5,500枚）…来年７月発送
３．広告の掲載位置
　　封筒裏面の町が指定する位置とし、広告枠の大きさは
　縦40㎜、横140㎜とする。
４．申込方法等
　　企画財政課に備え付けの申込書に必要事項を記入し、
　企画財政課広報広聴係へ応募願います。また、申込書は
　町ホームページからもダウンロードできます。
　（http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp/）

　町では、行財政改革推進計画に規定されている自主財源確保のための有効資源活用の一つとして、町
広報紙等への有料広告の掲載を実施しています。
　今回は、平成23年４月以降に税務課で使用する納税通知書用の封筒に掲載する広告を募集します。
　納税通知書は町内の世帯（一部町外者を含む）に広く送付されますので、ＰＲ効果は絶大です。この機
会に、ぜひご活用ください。

５．募集期間
　　10 月 14 日（木）～ 22 日（金）
６．デザイン等
　　印刷物は、黒色または町の指定する色の一色刷りとな
　ります。広告物の版下・デザイン等の製作は申込者の負
　担となります。申し込みの際は完全な電子データで提出
　願います。枠内左上に「広告」の表示（ゴシック体、文
　字サイズ 14 ポイント）を必ず入れてください。
７．掲載の決定
　　申し込みされた広告の内容を審査のうえ、掲載の可否
　を通知します。公の秩序または善良な風俗に反するもの
　など掲載することが妥当でないと町長が認めるものは拒
　否されます。また申し込み多数の場合は抽選により決定
　します。
８．問い合わせ
　　企画財政課　☎0287－92－1114

町税務課で使用する封筒の広告主を募集します！
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、
９
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３
日
間
、
町
内
18
会
場
と
２
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が
開
催
さ
れ
、
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を
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、
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５
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長
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ラ
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グ

小川地区敬老会

田町地区合同敬老会

富山地区敬老会片根地区敬老会 大山田下郷地区敬老会

長寿を祝い乾杯！長寿を祝い乾杯！ 華麗なるフラメンコの舞華麗なるフラメンコの舞

記念品を代表して受領する小杉美江子さ記念品を代表して受領する小杉美江子さん（片平）（片平） 招待者の皆さんも一緒に“ふるさと”を合唱招待者の皆さんも一緒に“ふるさと”を合唱 小川幼稚園児の可愛らし小川幼稚園児の可愛らしい“よさこよさこい”の踊りの踊り

長寿を祝い乾杯！

まほろば語りまほろば語り しづくの会による琴の演奏しづくの会による琴の演奏 お祝いのハワイアンダンスお祝いのハワイアンダンスまほろば語り しづくの会による琴の演奏 お祝いのハワイアンダンス

みんなで長寿を祝して乾杯！みんなで長寿を祝して乾杯！ 地元中学生によるお祝いの言葉地元中学生によるお祝いの言葉 敬老を祝して乾杯！敬老を祝して乾杯！みんなで長寿を祝して乾杯！ 地元中学生によるお祝いの言葉 敬老を祝して乾杯！

華麗なるフラメンコの舞

記念品を代表して受領する小杉美江子さん（片平） 招待者の皆さんも一緒に“ふるさと”を合唱 小川幼稚園児の可愛らしい“よさこい”の踊り
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　③軽自動車税用封筒　　（約4,500枚）…来年４月発送
　④国民健康保険税用封筒（約5,500枚）…来年７月発送
３．広告の掲載位置
　　封筒裏面の町が指定する位置とし、広告枠の大きさは
　縦40㎜、横140㎜とする。
４．申込方法等
　　企画財政課に備え付けの申込書に必要事項を記入し、
　企画財政課広報広聴係へ応募願います。また、申込書は
　町ホームページからもダウンロードできます。
　（http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp/）

　町では、行財政改革推進計画に規定されている自主財源確保のための有効資源活用の一つとして、町
広報紙等への有料広告の掲載を実施しています。
　今回は、平成23年４月以降に税務課で使用する納税通知書用の封筒に掲載する広告を募集します。
　納税通知書は町内の世帯（一部町外者を含む）に広く送付されますので、ＰＲ効果は絶大です。この機
会に、ぜひご活用ください。

５．募集期間
　　10 月 14 日（木）～ 22 日（金）
６．デザイン等
　　印刷物は、黒色または町の指定する色の一色刷りとな
　ります。広告物の版下・デザイン等の製作は申込者の負
　担となります。申し込みの際は完全な電子データで提出
　願います。枠内左上に「広告」の表示（ゴシック体、文
　字サイズ 14 ポイント）を必ず入れてください。
７．掲載の決定
　　申し込みされた広告の内容を審査のうえ、掲載の可否
　を通知します。公の秩序または善良な風俗に反するもの
　など掲載することが妥当でないと町長が認めるものは拒
　否されます。また申し込み多数の場合は抽選により決定
　します。
８．問い合わせ
　　企画財政課　☎0287－92－1114

町税務課で使用する封筒の広告主を募集します！
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食
べ
る
こ
と
を
大
切
に

し
ま
し
ょ
う 

「
高
齢
編
」

●
今
年
の
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て　

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、
２
種
類
で
す
。

⑴「
３
価
ワ
ク
チ
ン
」･･･

新
型
・

　

Ａ
香
港
型
・
Ｂ
型
の
３
種
を
混

　

合
⑵「
１
価
ワ
ク
チ
ン
」･･･

新
型
イ

　

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
み

　

⑴
、⑵
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し

て
接
種
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

３
種
を
混
合
し
た
３
価
ワ
ク
チ

ン
は
、
例
年
流
行
す
る
季
節
性
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
昨
シ
ー
ズ
ン

に
大
流
行
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
対
し
て
ど
ち
ら
に
も
感
染

防
止
お
よ
び
重
症
化
防
止
の
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
の
で
、
３
価
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

●
接
種
方
法
に
つ
い
て

　

昨
シ
ー
ズ
ン
の
よ
う
に
優
先
接

種
対
象
者
や
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

接
種
期
間
は
10
月
１
日
〜
来
年

３
月
末
日
ま
で
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時
期

や
よ
り
有
効
性
を
高
め
る
た
め
12

月
末
頃
ま
で
に
接
種
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

●
接
種
回
数
と
費
用
に
つ
い
て

　

接
種
回
数
は
、
原
則
と
し
て
13

歳
未
満
は
２
回
、
13
歳
以
上
は
１

回
で
、
接
種
費
用
は
次
の
と
お
り

　

１
回
目　

３
，
６
０
０
円

　

２
回
目　

２
，
５
５
０
円

※

１
歳
未
満
の
小
児
は
十
分
な
免

　

疫
を
付
け
る
こ
と
が
困
難
な
た

　

め
、
有
益
性
と
リ
ス
ク
を
考
慮

　

し
、
保
護
者
が
強
く
希
望
す
る

　

場
合
の
み
接
種
す
る
こ
と
が
で

　

き
ま
す
。

●
接
種
助
成
対
象
者
と
手
続
き
に

つ
い
て

①
65
歳
以
上
の
方

②
60
〜
64
歳
で
心
・
腎
・
呼
吸
器

　

系
に
障
害
を
有
す
る
方
ま
た
は

　

ヒ
ト
免
疫
不
全
の
方

③
生
活
保
護
世
帯
の
方

④
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

※

手
続
き
は
下
記
の
図
を
参
考
に

　

し
て
く
だ
さ
い
。

　

感
染
防
止
策
を
徹
底
し
て
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

馬
頭
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
８
８

 

は
つ
ら
つ
と
し
た
人
生
を
送
る

た
め
に
は
、
体
を
維
持
す
る
た
め

の
「
た
ん
ぱ
く
質
」
と
活
動
す
る

た
め
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
毎
日

の
食
事
か
ら
十
分
に
と
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
こ
の
、
た
ん
ぱ
く
質

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不
足
し
た
状
態

が
「
低
栄
養
」
で
す
。

　

低
栄
養
に
な
る
と
体
の
脂
肪
や

筋
肉
が
減
り
、
身
体
機
能
が
低
下

し
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
り
病
気

に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

た
ん
ぱ
く
質
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

素
に
な
る
食
べ
物
を
し
っ
か
り
と

と
り
、
い
つ
ま
で
も
自
立
し
た
生

活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　
「
食
べ
る
こ
と
」
は
栄
養
を
と

る
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
以
上
に
大
切
に
し
た

い
こ
と
は
、「
食
べ
る
こ
と
」
を
楽

し
む
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
旬

の
物
や
好
物
を
食
べ
る
楽
し
み

や
、
食
材
を
買
い
に
行
く
楽
し
み

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
食
べ

る
こ
と
」
を
楽
し
む
こ
と
に
は
、

心
身
両
面
の
老
化
を
防
ぎ
、
生
活

の
質
を
向
上
さ
せ
る
効
果
が
あ
り

ま
す
。

子育て支援センター
センターは、０歳から就学前のお子さん、お母さん、
おうちの方の交流の場です。

：　月曜日～金曜日
　　　　　  9：00～12：00
　　　　　13：00～17：00

　「おはよう！」「こんにちは！」のあいさつから、
お母さんたち同士声をかけ合い、子育てのことなど
お話ししてみませんか？通じ合えることがいっぱい
あるかもしれませんね！

11月10日（水）　10：00～
　「反抗期の対応について」　
自我の芽生えに伴う反抗期について、大喜先生と
一緒に語り合ってみませんか？

10月27日（水）10：00～
　どんぐりの実など、自然物や空き容器、
紙などを使って遊べるものを作ってみよ
う！
申し込みは、10月18日までです。

☎0287－96－5223

低栄養状態を防ぐ食生活のヒント

運動や趣味、社会参加など、活動的
な生活を送ると食欲が増します。

人と一緒に楽しく食事をすると自然に食
欲がわき、いろいろな栄養をバランスよ
くとれるようになります。

ご飯・パン・麺などの主食はエネルギー
に、魚・卵・大豆製品などの主菜はたん
ぱく質の大切な供給源になります。

一日1.5リットルをめやすに、
お茶や水など、こまめに水分
をとるようにしましょう。

 

今
季
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

インフルエンザ予防接種の流れ

予防接種を希望する方
は65歳以上ですか？

65歳以上の方
町内の指定医療機関で接種しますか？

町から郵送された予診
票を持ってかかりつけ
医療機関で接種する

接種前に馬頭健康管理
センターへ電話等で連
絡する

生活保護世帯・住民税
非課税世帯の方は全額
助成されます
接種費用助成の申請を
して証明書の交付を受
ける
（申請時に持参するもの）
①印鑑
②本人が証明できるもの
　（運転免許証など）

住民税課税世帯の方
助成制度はありません
ので接種費用は個人負
担となります

接種後に償還払いの申請
をする
（手続き時に持参するもの）
①印鑑
②領収書
③接種済証

【申請・手続き場所】　馬頭健康管理センター・馬頭庁舎健康福祉課・小川庁舎総合窓口課

予診票と証明書を持っ
てかかりつけ医療機関
で接種する

65歳未満の方
生活保護世帯・住民税非課税世帯ですか？

町内指定
医療機関

はい

はい

いいえ

いいえはい いいえ

町外の医療
機関や施設

かかりつけ医療機関で接種する
※接種費用は立替払いです

接種場所はどこですか？

副菜

副菜主菜

主食
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対
象
者
と
手
続
き
に

つ
い
て

①
65
歳
以
上
の
方

②
60
〜
64
歳
で
心
・
腎
・
呼
吸
器

　

系
に
障
害
を
有
す
る
方
ま
た
は

　

ヒ
ト
免
疫
不
全
の
方

③
生
活
保
護
世
帯
の
方

④
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

※

手
続
き
は
下
記
の
図
を
参
考
に

　

し
て
く
だ
さ
い
。

　

感
染
防
止
策
を
徹
底
し
て
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

馬
頭
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
８
８

 

は
つ
ら
つ
と
し
た
人
生
を
送
る

た
め
に
は
、
体
を
維
持
す
る
た
め

の
「
た
ん
ぱ
く
質
」
と
活
動
す
る

た
め
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
毎
日

の
食
事
か
ら
十
分
に
と
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
こ
の
、
た
ん
ぱ
く
質

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不
足
し
た
状
態

が
「
低
栄
養
」
で
す
。

　

低
栄
養
に
な
る
と
体
の
脂
肪
や

筋
肉
が
減
り
、
身
体
機
能
が
低
下

し
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
り
病
気

に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

た
ん
ぱ
く
質
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

素
に
な
る
食
べ
物
を
し
っ
か
り
と

と
り
、
い
つ
ま
で
も
自
立
し
た
生

活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　
「
食
べ
る
こ
と
」
は
栄
養
を
と

る
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
以
上
に
大
切
に
し
た

い
こ
と
は
、「
食
べ
る
こ
と
」
を
楽

し
む
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
旬

の
物
や
好
物
を
食
べ
る
楽
し
み

や
、
食
材
を
買
い
に
行
く
楽
し
み

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
食
べ

る
こ
と
」
を
楽
し
む
こ
と
に
は
、

心
身
両
面
の
老
化
を
防
ぎ
、
生
活

の
質
を
向
上
さ
せ
る
効
果
が
あ
り

ま
す
。

子育て支援センター
センターは、０歳から就学前のお子さん、お母さん、
おうちの方の交流の場です。

：　月曜日～金曜日
　　　　　  9：00～12：00
　　　　　13：00～17：00

　「おはよう！」「こんにちは！」のあいさつから、
お母さんたち同士声をかけ合い、子育てのことなど
お話ししてみませんか？通じ合えることがいっぱい
あるかもしれませんね！

11月10日（水）　10：00～
　「反抗期の対応について」　
自我の芽生えに伴う反抗期について、大喜先生と
一緒に語り合ってみませんか？

10月27日（水）10：00～
　どんぐりの実など、自然物や空き容器、
紙などを使って遊べるものを作ってみよ
う！
申し込みは、10月18日までです。

☎0287－96－5223

低栄養状態を防ぐ食生活のヒント

運動や趣味、社会参加など、活動的
な生活を送ると食欲が増します。

人と一緒に楽しく食事をすると自然に食
欲がわき、いろいろな栄養をバランスよ
くとれるようになります。

ご飯・パン・麺などの主食はエネルギー
に、魚・卵・大豆製品などの主菜はたん
ぱく質の大切な供給源になります。

一日1.5リットルをめやすに、
お茶や水など、こまめに水分
をとるようにしましょう。

 

今
季
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

インフルエンザ予防接種の流れ

予防接種を希望する方
は65歳以上ですか？

65歳以上の方
町内の指定医療機関で接種しますか？

町から郵送された予診
票を持ってかかりつけ
医療機関で接種する

接種前に馬頭健康管理
センターへ電話等で連
絡する

生活保護世帯・住民税
非課税世帯の方は全額
助成されます
接種費用助成の申請を
して証明書の交付を受
ける
（申請時に持参するもの）
①印鑑
②本人が証明できるもの
　（運転免許証など）

住民税課税世帯の方
助成制度はありません
ので接種費用は個人負
担となります

接種後に償還払いの申請
をする
（手続き時に持参するもの）
①印鑑
②領収書
③接種済証

【申請・手続き場所】　馬頭健康管理センター・馬頭庁舎健康福祉課・小川庁舎総合窓口課

予診票と証明書を持っ
てかかりつけ医療機関
で接種する

65歳未満の方
生活保護世帯・住民税非課税世帯ですか？

町内指定
医療機関

はい

はい

いいえ

いいえはい いいえ

町外の医療
機関や施設

かかりつけ医療機関で接種する
※接種費用は立替払いです

接種場所はどこですか？

副菜

副菜主菜

主食
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揚
花
火
一
家
の
憩
ふ
荒
莚 

馬　

頭　
　
　
　

塚
原　
　

廣

職
退
き
て
家
庭
菜
園
日
焼
け
せ
り 

松　

野　
　
　
　

鈴
木　

君
枝

今
朝
の
山
く
つ
き
り
紫
蘇
の
実
を
扱
け
り 

松　

野　
　
　
　

大
高　

富
美

秋
の
蝶
誰
の
化
身
か
綺
麗
過
ぎ 

久
那
瀬　
　
　
　

堀
江　

直
子

新
涼
や
空
を
飛
ば
む
と
象
の
耳 

小　

川　
　
　
　

和
泉　

澄
雄

あ
は
あ
は
と
昼
の
月
あ
り
捨
案
山
子 

谷　

田　
　
　
　

荒
井　

大
作

迫
り
来
る
台
風
予
報
に
せ
わ
し
な
く
熱
暑
の
畑
に
白
菜
植
え
終
う

 

和　

見　
　
　
　

藤
田　

和
夫

猛
暑
日
を
ノ
ー
ト
に
記
せ
し
レ
シ
ピ
読
み
冷
や
し
煮
浸
し
茄
子
の
あ
い
色

 

小　

口　
　
　
　

影
沢　

よ
し

平
ら
か
に
読
経
の
声
の
ひ
ろ
が
れ
り
父
子
の
僧
の
唱
和
清
し
く

 

馬　

頭　
　
　
　

佐
藤　

節
子

耳
と
遠
く
重
ね
て
聞
く
を
憚
り
て
笑
顔
返
す
も
習
わ
し
と
な
り

 

小　

川　
　
　
　

平
澤　

照
雄

除
草
剤
撒
く
な
日
中
草
ひ
く
な
子
等
は
言
ひ
た
り
手
伝
い
も
せ
ず

 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

甫
子

浮
か
び
く
る
言
葉
は
八
音
ば
か
り
に
て
破
調
乱
調
の
暑
き
日
暮
る
る

 

小　

川　
　
　
　

佐
藤　

孝
子

水
分
を
と
っ
て
も
増
え
る
皺
の
数 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

友
子

嫁
の
座
に
じ
っ
と
が
ま
ん
の
五
十
年 

大
山
田
下
郷　
　

佐
藤　

有
紀

耐
え
た
日
の
こ
と
は
言
わ
な
い
母
で
し
た 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

甫
子

後
輩
に
負
け
先
輩
に
馬
鹿
に
さ
れ 

小　

川　
　
　
　

平
澤　

照
雄

そ
の
先
を
信
じ
試
練
に
耐
え
て
い
る 

薬　

利　
　
　
　

大
嶹　

克
明

一
歩
引
く
忍
耐
も
あ
る
家
族
の
和 

小　

砂　
　
　
　

笹
沼　

季
子

那珂川町
図書館

『
さ
く
ら
の
丘
で
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

小
路
幸
也
／
著
（
祥
伝
社
）

　

祖
母
が
遺
し
た
遺
書
に
は
、
祖
母
が
少
女
時
代
を
送
っ
た
土
地
を
譲
る
と
書
か
れ

て
い
た
。一緒
に
渡
さ
れ
た
の
は
、
古
び
た
鍵
が
ひ
と
つ
。

　

祖
母
の
二
人
の
幼
な
じ
み
も
、
同
じ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
孫
に
伝
え
て
い
た
。

な
ぜ
、
彼
女
た
ち
は
孫
に
そ
の
土
地
を
遺
し
た
の
か
。
鍵
は
何
を
開
け
る
も
の
な
の

か
。

　

秘
密
を
さ
ぐ
り
に
三
人
の
孫
は
、
祖
母
た
ち
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
地
を
訪
れ
た
。

二
つ
の
時
代
が
交
差
す
る
、
感
動
の
物
語
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

真
保
裕
一／
著
（
朝
日
新
聞
出
版
）

　

水
の
惑
星
・
地
球
。
だ
が
、
人
類
が
利
用
で
き
る
淡
水
は
わ
ず
か
で
、
た
く
さ
ん

の
人
々
が
、
こ
の
瞬
間
も
飲
み
水
に
さ
え
困
っ
て
い
る
の
だ
。
今
や
水
は
戦
略
物
質
と

な
り
、
世
界
中
の
巨
大
企
業
が
激
し
い
獲
得
競
争
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。　

　

そ
こ
に
斬
り
込
む
弱
小
企
業
の
男
た
ち
。
貴
重
な
地
下
水
を
持
つ
酒
造
メ
ー
カ
ー

を
強
引
に
買
収
す
る
も
、
予
想
も
し
な
か
っ
た
妨
害
が
入
っ
た
。
息
を
呑
む
頭
脳
戦
＆

ど
ん
で
ん
返
し
の
連
続
。
第
一級
の
謎
解
き
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
。

『
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
３
組
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

乙
武
洋
匡
／
著
（
講
談
社
）

　

新
学
期
、
５
年
３
組
の
担
任
と
し
て
や
っ
て
き
た
の
は
、
手
も
足
も
な
い
、
電
動
車

い
す
に
乗
っ
た
先
生
だ
っ
た
！

　

最
初
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
と
、
徐
々
に
信
頼
関
係
を
築
き
な

が
ら
、一緒
に
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
の
一年
間
が
始
ま
る
。

　
『
五
体
不
満
足
』
の
著
者
、
乙
武
洋
匡
さ
ん
の
小
学
校
教
員
体
験
か
ら
生
ま
れ
た
、

感
動
の
成
長
ス
ト
ー
リ
ー
。

◇『
青
天
の
霹
靂
』　

劇
団
ひ
と
り
／
著
（
幻
冬
舎
）

◇『
ク
ロ
エ
と
エ
ン
ゾ
ー
』　

辻　

仁
成
／
著
（
小
学
館
）

◇『
ス
ト
ー
リ
ー
・
セ
ラ
ー
』　

有
川　

浩
／
著
（
新
潮
社
）

◇『
鏡
の
偽
乙
女
』　

朱
川
湊
人
／
著
（
集
英
社
）

◇『
鳴
く
か
ウ
グ
イ
ス
』　

不
知
火
京
介
／
著
（
光
文
社
）

◇『
着
れ
ば
わ
か
る
！
』　

酒
井
順
子
／
著
（
文
芸
春
秋
）

◇『
ひ
と
り
上
手
な
結
婚
』　

山
本
文
緒
／
著
（
講
談
社
）

◇『
借
り
ぐ
ら
し
の
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
』　

メ
ア
リ
ー
・
ノ
ー
ト
ン
／
原
作
（
徳
間
書
店
）

◇『
マ
マ
は
テ
ン
パ
リ
ス
ト
』　

東
村
ア
キ
コ
／
著
（
集
英
社
）

◇『
あ
し
た
の
お
弁
当
』　

飯
島
奈
美
／
著
（
主
婦
と
生
活
社
）

◇『
お
い
し
い
き
の
こ
毒
き
の
こ
』　

大
作
晃
一／
著
（
主
婦
の
友
社
）

『
ブ
ル
ー
・
ゴ
ー
ル
ド
』

こ

（仮称）那珂川都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（都市計画区域マスタープラン）
の都市計画の決定に関する公聴会を開催します。
１　都市計画の構想の名称　　（仮称）那珂川都市計画区域の整備、開発及び保全の方針に関する都市計画の決定
２　対象となる区域　　　　　那珂川町の一部
３　都市計画の構想の縦覧期間及び意見申出書提出期間
　　　期間：10月25日（月）～ 11月８日（月）  
　　　なお、都市計画の構想について意見のある方は、縦覧期間内に知事あてに意見申出書を提出の上、公聴
　　会で意見を述べることが出来ます。意見申出書は期間内に提出先に到着するようお願いします。
４　公聴会の日時及び会場　　日時：12月３日（金） 午後６時30分～
　　　　　　　　　　　　　　会場：那珂川町馬頭総合福祉センター（研修室）
　　　　　　　　　　　　　　〒324-0613　那珂川町馬頭560-1　☎0287－92－1294
５　都市計画の構想の縦覧場所、意見申出書の提出先及び問い合わせ先
　　・栃木県県土整備部都市計画課　地域計画担当　☎028－623－2468
　　・栃木県烏山土木事務所企画調査部企画調査課　☎0287－83－1316
　　・那珂川町建設課　　　　　　　　　　　　　　☎0287－92－1118

寄
贈 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
図
書
館
へ

絵
本
24
冊　

大
金
千
賀
子
様
（
馬
頭
）

図
書
「
国
会
便
覧
22
年
度
」

　
　
　
　
　

高
野
成
人
様
（
馬
頭
）

三
十
万
円　

杉
本
益
三
様
（
片
平
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

八
千
円　
　

匿
名
（
４
３
２
回
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

二
万
円　
　

益
子
和
弘
様
（
健
武
）

二
万
円　
　

Oli 

Oli
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　

コ
ン
サ
ー
ト
企
画
様

七
万
円　
　

木
の
香
り
Ｉ
Ｓ
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　

㈲
磯
建
築
様

○
町
へ

「
県
令
北
島
秀
朝
」
氏
人
形

　
　

下
川
明
子
様
（
大
山
田
上
郷
）

ま
ほ
ろ
ば
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

交
流
会

　

誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
を
目
指
し
、

交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

10
月
23
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分

場
所　

小
川
体
育
館

内
容　

体
験
発
表
、
演
技
発
表
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
（
カ
ロ
ー
リ
ン

グ
）
体
験

参
加
資
格　

小
学
高
学
年
〜
一
般

参
加
費　

100
円
（
当
日
徴
収
）

申
込
期
限　

10
月
22
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課
（
小
川
庁
舎
２
階
）

☎
０
２
８
７―

９
６―

２
１
１
６

　

来
年
11
月
の
全
国
ス
ポ
レ
ク
祭

で
は
、
当
町
で
「
３
Ｂ
体
操
」
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

10
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
開
会

場
所　

総
合
体
育
館

内
容　

交
流
、
発
表
、
ゲ
ー
ム

参
加
費　

500
円
（
当
日
徴
収
）

申
込
期
限　

10
月
22
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
（
小
川
庁
舎
２
階
）

☎
０
２
８
７―

９
６―

２
１
１
６

〈
ス
ポ
レ
ク
〝
エ
コ
と
ち
ぎ
〞
〉

２
０
１
１
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

第
11
回
３
Ｂ
体
操
栃
木
県
支
部

交
流
会

大切な愛犬、きちんと飼っていますか？
　可愛いからこそ、マナーを守って、社会にも受け入れら
れる愛犬にしてあげてください。
①登録と狂犬病予防注射を受けましょう。
　犬の登録（終生１回）と狂犬病予防注射（毎年）は飼い
主の義務です。
②放し飼いはやめましょう。
　犬はつないで飼ってください。散歩の際はリードで制
御し、犬小屋等も定期的に点検しましょう。
③フンの後始末は必ずしましょう。
　「尿」をされて困っている方もいます。トイレはご自宅
で済まされてから、散歩にお出かけください。
やむを得ず散歩中に「フン」をしたら、必ず持ち帰りま
しょう。
④飼い主が誰かわかるようにしましょう。
　「名札・鑑札」「注射済票」は、飼い主を探す手がかりに
なりますので、必ず首輪等に装着しましょう。いなくなっ
た際に、飼い主へ連絡をとることが出来ます。
⑤不妊・去勢手術をしましょう。
　飼い主は、生まれる子達の命に責任があります。生まれ
る子の面倒がみられない場合は、不妊・去勢手術等をし
てください。動物を捨てるのは犯罪です。
⑥餌だけを無責任にあげるのはやめましょう。
　ご近所への迷惑を引き起こす発端となる場合がありま
す。飼うなら責任を持って正しく飼いましょう。
問い合わせ　住民生活課生活環境係
　　　　　　☎0287－92－1112

　近年のゲリラ豪雨などに代表される突発的災害等によ
り、高齢者や障害者の方々の中には、何らかの手助けなし
には、安全な場所への避難が困難な方も多くおられます。
　現在、町では援護を必要とする方を把握し「安心して住
める地域」をつくるため、要援護者実態調査を実施してい
ます。調査員がお伺いした際には、皆様方のご協力をお願
いいたします。
実 施 方 法　那珂川町社会福祉協議会職員（調査員証を
　　　　　　携帯）による訪問調査
調査対象者　独居高齢者及び75歳以上の高齢者世帯
対 象 地 区　馬頭地区
問い合わせ　健康福祉課　　☎0287－92－1119
　　　　　　社会福祉協議会☎0287－92－2226

要援護者実態調査にご協力ください
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揚
花
火
一
家
の
憩
ふ
荒
莚 

馬　

頭　
　
　
　

塚
原　
　

廣

職
退
き
て
家
庭
菜
園
日
焼
け
せ
り 

松　

野　
　
　
　

鈴
木　

君
枝

今
朝
の
山
く
つ
き
り
紫
蘇
の
実
を
扱
け
り 

松　

野　
　
　
　

大
高　

富
美

秋
の
蝶
誰
の
化
身
か
綺
麗
過
ぎ 

久
那
瀬　
　
　
　

堀
江　

直
子

新
涼
や
空
を
飛
ば
む
と
象
の
耳 

小　

川　
　
　
　

和
泉　

澄
雄

あ
は
あ
は
と
昼
の
月
あ
り
捨
案
山
子 

谷　

田　
　
　
　

荒
井　

大
作

迫
り
来
る
台
風
予
報
に
せ
わ
し
な
く
熱
暑
の
畑
に
白
菜
植
え
終
う

 

和　

見　
　
　
　

藤
田　

和
夫

猛
暑
日
を
ノ
ー
ト
に
記
せ
し
レ
シ
ピ
読
み
冷
や
し
煮
浸
し
茄
子
の
あ
い
色

 

小　

口　
　
　
　

影
沢　

よ
し

平
ら
か
に
読
経
の
声
の
ひ
ろ
が
れ
り
父
子
の
僧
の
唱
和
清
し
く

 

馬　

頭　
　
　
　

佐
藤　

節
子

耳
と
遠
く
重
ね
て
聞
く
を
憚
り
て
笑
顔
返
す
も
習
わ
し
と
な
り

 

小　

川　
　
　
　

平
澤　

照
雄

除
草
剤
撒
く
な
日
中
草
ひ
く
な
子
等
は
言
ひ
た
り
手
伝
い
も
せ
ず

 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

甫
子

浮
か
び
く
る
言
葉
は
八
音
ば
か
り
に
て
破
調
乱
調
の
暑
き
日
暮
る
る

 

小　

川　
　
　
　

佐
藤　

孝
子

水
分
を
と
っ
て
も
増
え
る
皺
の
数 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

友
子

嫁
の
座
に
じ
っ
と
が
ま
ん
の
五
十
年 

大
山
田
下
郷　
　

佐
藤　

有
紀

耐
え
た
日
の
こ
と
は
言
わ
な
い
母
で
し
た 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

甫
子

後
輩
に
負
け
先
輩
に
馬
鹿
に
さ
れ 

小　

川　
　
　
　

平
澤　

照
雄

そ
の
先
を
信
じ
試
練
に
耐
え
て
い
る 

薬　

利　
　
　
　

大
嶹　

克
明

一
歩
引
く
忍
耐
も
あ
る
家
族
の
和 

小　

砂　
　
　
　

笹
沼　

季
子

那珂川町
図書館

『
さ
く
ら
の
丘
で
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

小
路
幸
也
／
著
（
祥
伝
社
）

　

祖
母
が
遺
し
た
遺
書
に
は
、
祖
母
が
少
女
時
代
を
送
っ
た
土
地
を
譲
る
と
書
か
れ

て
い
た
。一緒
に
渡
さ
れ
た
の
は
、
古
び
た
鍵
が
ひ
と
つ
。

　

祖
母
の
二
人
の
幼
な
じ
み
も
、
同
じ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
孫
に
伝
え
て
い
た
。

な
ぜ
、
彼
女
た
ち
は
孫
に
そ
の
土
地
を
遺
し
た
の
か
。
鍵
は
何
を
開
け
る
も
の
な
の

か
。

　

秘
密
を
さ
ぐ
り
に
三
人
の
孫
は
、
祖
母
た
ち
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
地
を
訪
れ
た
。

二
つ
の
時
代
が
交
差
す
る
、
感
動
の
物
語
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

真
保
裕
一／
著
（
朝
日
新
聞
出
版
）

　

水
の
惑
星
・
地
球
。
だ
が
、
人
類
が
利
用
で
き
る
淡
水
は
わ
ず
か
で
、
た
く
さ
ん

の
人
々
が
、
こ
の
瞬
間
も
飲
み
水
に
さ
え
困
っ
て
い
る
の
だ
。
今
や
水
は
戦
略
物
質
と

な
り
、
世
界
中
の
巨
大
企
業
が
激
し
い
獲
得
競
争
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。　

　

そ
こ
に
斬
り
込
む
弱
小
企
業
の
男
た
ち
。
貴
重
な
地
下
水
を
持
つ
酒
造
メ
ー
カ
ー

を
強
引
に
買
収
す
る
も
、
予
想
も
し
な
か
っ
た
妨
害
が
入
っ
た
。
息
を
呑
む
頭
脳
戦
＆

ど
ん
で
ん
返
し
の
連
続
。
第
一級
の
謎
解
き
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
。

『
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
３
組
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

乙
武
洋
匡
／
著
（
講
談
社
）

　

新
学
期
、
５
年
３
組
の
担
任
と
し
て
や
っ
て
き
た
の
は
、
手
も
足
も
な
い
、
電
動
車

い
す
に
乗
っ
た
先
生
だ
っ
た
！

　

最
初
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
と
、
徐
々
に
信
頼
関
係
を
築
き
な

が
ら
、一緒
に
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
の
一年
間
が
始
ま
る
。

　
『
五
体
不
満
足
』
の
著
者
、
乙
武
洋
匡
さ
ん
の
小
学
校
教
員
体
験
か
ら
生
ま
れ
た
、

感
動
の
成
長
ス
ト
ー
リ
ー
。

◇『
青
天
の
霹
靂
』　

劇
団
ひ
と
り
／
著
（
幻
冬
舎
）

◇『
ク
ロ
エ
と
エ
ン
ゾ
ー
』　

辻　

仁
成
／
著
（
小
学
館
）

◇『
ス
ト
ー
リ
ー
・
セ
ラ
ー
』　

有
川　

浩
／
著
（
新
潮
社
）

◇『
鏡
の
偽
乙
女
』　

朱
川
湊
人
／
著
（
集
英
社
）

◇『
鳴
く
か
ウ
グ
イ
ス
』　

不
知
火
京
介
／
著
（
光
文
社
）

◇『
着
れ
ば
わ
か
る
！
』　

酒
井
順
子
／
著
（
文
芸
春
秋
）

◇『
ひ
と
り
上
手
な
結
婚
』　

山
本
文
緒
／
著
（
講
談
社
）

◇『
借
り
ぐ
ら
し
の
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
』　

メ
ア
リ
ー
・
ノ
ー
ト
ン
／
原
作
（
徳
間
書
店
）

◇『
マ
マ
は
テ
ン
パ
リ
ス
ト
』　

東
村
ア
キ
コ
／
著
（
集
英
社
）

◇『
あ
し
た
の
お
弁
当
』　

飯
島
奈
美
／
著
（
主
婦
と
生
活
社
）

◇『
お
い
し
い
き
の
こ
毒
き
の
こ
』　

大
作
晃
一／
著
（
主
婦
の
友
社
）

『
ブ
ル
ー
・
ゴ
ー
ル
ド
』

こ

（仮称）那珂川都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（都市計画区域マスタープラン）
の都市計画の決定に関する公聴会を開催します。
１　都市計画の構想の名称　　（仮称）那珂川都市計画区域の整備、開発及び保全の方針に関する都市計画の決定
２　対象となる区域　　　　　那珂川町の一部
３　都市計画の構想の縦覧期間及び意見申出書提出期間
　　　期間：10月25日（月）～ 11月８日（月）  
　　　なお、都市計画の構想について意見のある方は、縦覧期間内に知事あてに意見申出書を提出の上、公聴
　　会で意見を述べることが出来ます。意見申出書は期間内に提出先に到着するようお願いします。
４　公聴会の日時及び会場　　日時：12月３日（金） 午後６時30分～
　　　　　　　　　　　　　　会場：那珂川町馬頭総合福祉センター（研修室）
　　　　　　　　　　　　　　〒324-0613　那珂川町馬頭560-1　☎0287－92－1294
５　都市計画の構想の縦覧場所、意見申出書の提出先及び問い合わせ先
　　・栃木県県土整備部都市計画課　地域計画担当　☎028－623－2468
　　・栃木県烏山土木事務所企画調査部企画調査課　☎0287－83－1316
　　・那珂川町建設課　　　　　　　　　　　　　　☎0287－92－1118

寄
贈 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
図
書
館
へ

絵
本
24
冊　

大
金
千
賀
子
様
（
馬
頭
）

図
書
「
国
会
便
覧
22
年
度
」

　
　
　
　
　

高
野
成
人
様
（
馬
頭
）

三
十
万
円　

杉
本
益
三
様
（
片
平
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

八
千
円　
　

匿
名
（
４
３
２
回
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

二
万
円　
　

益
子
和
弘
様
（
健
武
）

二
万
円　
　

Oli 

Oli
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　

コ
ン
サ
ー
ト
企
画
様

七
万
円　
　

木
の
香
り
Ｉ
Ｓ
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　

㈲
磯
建
築
様

○
町
へ

「
県
令
北
島
秀
朝
」
氏
人
形

　
　

下
川
明
子
様
（
大
山
田
上
郷
）

ま
ほ
ろ
ば
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

交
流
会

　

誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
を
目
指
し
、

交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

10
月
23
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分

場
所　

小
川
体
育
館

内
容　

体
験
発
表
、
演
技
発
表
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
（
カ
ロ
ー
リ
ン

グ
）
体
験

参
加
資
格　

小
学
高
学
年
〜
一
般

参
加
費　

100
円
（
当
日
徴
収
）

申
込
期
限　

10
月
22
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課
（
小
川
庁
舎
２
階
）

☎
０
２
８
７―

９
６―

２
１
１
６

　

来
年
11
月
の
全
国
ス
ポ
レ
ク
祭

で
は
、
当
町
で
「
３
Ｂ
体
操
」
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

10
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
開
会

場
所　

総
合
体
育
館

内
容　

交
流
、
発
表
、
ゲ
ー
ム

参
加
費　

500
円
（
当
日
徴
収
）

申
込
期
限　

10
月
22
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
（
小
川
庁
舎
２
階
）

☎
０
２
８
７―

９
６―

２
１
１
６

〈
ス
ポ
レ
ク
〝
エ
コ
と
ち
ぎ
〞
〉

２
０
１
１
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

第
11
回
３
Ｂ
体
操
栃
木
県
支
部

交
流
会

大切な愛犬、きちんと飼っていますか？
　可愛いからこそ、マナーを守って、社会にも受け入れら
れる愛犬にしてあげてください。
①登録と狂犬病予防注射を受けましょう。
　犬の登録（終生１回）と狂犬病予防注射（毎年）は飼い
主の義務です。
②放し飼いはやめましょう。
　犬はつないで飼ってください。散歩の際はリードで制
御し、犬小屋等も定期的に点検しましょう。
③フンの後始末は必ずしましょう。
　「尿」をされて困っている方もいます。トイレはご自宅
で済まされてから、散歩にお出かけください。
やむを得ず散歩中に「フン」をしたら、必ず持ち帰りま
しょう。
④飼い主が誰かわかるようにしましょう。
　「名札・鑑札」「注射済票」は、飼い主を探す手がかりに
なりますので、必ず首輪等に装着しましょう。いなくなっ
た際に、飼い主へ連絡をとることが出来ます。
⑤不妊・去勢手術をしましょう。
　飼い主は、生まれる子達の命に責任があります。生まれ
る子の面倒がみられない場合は、不妊・去勢手術等をし
てください。動物を捨てるのは犯罪です。
⑥餌だけを無責任にあげるのはやめましょう。
　ご近所への迷惑を引き起こす発端となる場合がありま
す。飼うなら責任を持って正しく飼いましょう。
問い合わせ　住民生活課生活環境係
　　　　　　☎0287－92－1112

　近年のゲリラ豪雨などに代表される突発的災害等によ
り、高齢者や障害者の方々の中には、何らかの手助けなし
には、安全な場所への避難が困難な方も多くおられます。
　現在、町では援護を必要とする方を把握し「安心して住
める地域」をつくるため、要援護者実態調査を実施してい
ます。調査員がお伺いした際には、皆様方のご協力をお願
いいたします。
実 施 方 法　那珂川町社会福祉協議会職員（調査員証を
　　　　　　携帯）による訪問調査
調査対象者　独居高齢者及び75歳以上の高齢者世帯
対 象 地 区　馬頭地区
問い合わせ　健康福祉課　　☎0287－92－1119
　　　　　　社会福祉協議会☎0287－92－2226

要援護者実態調査にご協力ください
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き
ま
す
。

・
交
通
の
流
れ
を
よ
く
す
る
取
り

組
み

　

交
差
点
や
踏
み
切
り
道
の
整
備
、

自
動
料
金
支
払
い
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ

Ｔ
Ｃ
）
の
普
及
に
よ
っ
て
、
渋
滞

の
起
き
な
い
道
路
を
目
指
し
ま
す
。

・
物
流
の
効
率
化

　

運
送
会
社
同
士
で
共
同
配
送
を

行
う
な
ど
、
ト
ラ
ッ
ク
の
利
用
を

効
率
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

・
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を
促
進

　

公
共
車
両
優
先
シ
ス
テ
ム
（
Ｒ

Ｔ
Ｐ
Ｓ
）
を
使
っ
て
、
バ
ス
交
通

の
利
用
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　

目
的
地
へ
向
か
う
途
中
で
電
車

や
バ
ス
に
乗
り
換
え
る
「
パ
ー
ク

＆
ラ
イ
ド
」も
、全
国
の
レ
ジ
ャ
ー

施
設
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

で
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

環
境
省
総
合
環
境
政
策
局
環
境
計
画
課

   

「
こ
ど
も
環
境
白
書
」
よ
り
引
用

大気汚染を防ぐために

環境総合推進室
☎0287－92－1110

◎投票日　平成22年12月５日（日）

◎告示日　平成22年11月30日（火）

◎立候補予定者説明会
　　　　　平成22年11月17日（水）
　　　　　　　　午後１時30分～
　　　　　会場　山村開発センター
　　　　　　　　　　　　大会議室
◎立候補者届出事前審査
　　　　　平成22年11月25日（木）
　　　　　　　　午前９時～正午
　　　　　会場　那珂川町役場
　　　　　　　　　　　２階会議室

問い合わせ　那珂川町選挙管理委員会
　　　　　　☎0287－92－1111

　青色申告者である個人の方を対象にした「青色決算説明会」は別に
開催されます。
　今年は、高根沢町の会場が変更されましたのでご注意ください。
　説明会に出席の際は、11月上旬に送付される封筒を持参願います。
問い合わせ　氏家税務署法人課税部門　代表電話　028－682-3311
　　　　　　※自動音声案内の「２」をお選びください。

　「平成22年分の給与所得者の年末調整事務及び法定調書の書き方等」
についての説明会を次の日程により開催します。
　どの会場でも受講できますので、ご都合に合わせてご出席ください。

那珂川町
　 馬頭財産区
　 武茂財産区
　 大内財産区
　 大山田財産区
議会議員選挙のお知らせ
（平成22年12月14日任期満了） 平成22年分　年末調整説明会のご案内

開　催　日 時　間 開 催 場 所

11月 16日（火）

11月 17日（水）

11月 18日（木）

11月 19日（金）

午後２時
～

午後４時 矢板市文化会館小ホール

高根沢町町民ホール

那珂川町馬頭総合福祉センター

那須烏山市烏山公民館

■
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
を
減
ら
す

た
め
に
は
？

　

自
動
車
の
排
気
ガ
ス
に
は
、
窒

素
酸
化
物
・
炭
化
水
素
な
ど
、

人
々
の
健
康
や
自
然
に
害
を
与
え

る
恐
れ
の
あ
る
物
質
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
は
、

少
な
い
燃
料
で
走
る
こ
と
の
で
き

る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
、
大
気

を
汚
さ
な
い
ク
リ
ー
ン
な
燃
料
で

走
る
車
、
排
気
ガ
ス
を
全
く
出
さ

な
い
電
気
自
動
車
な
ど
、
環
境
に

や
さ
し
い
エ
コ
カ
ー
の
開
発
と
普

及
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
大
気
を
汚
さ
な
い
た
め
に
ど
ん

な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
？

　

日
本
で
は
、
大
気
汚
染
を
減
ら

す
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
生
活

を
変
え
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

大
気
汚
染
を
防
止
す
る
こ
と
が
で

　小口字北沢地区不法投棄現場周辺の水質分析結果をお知らせします。
調 査 項 目　ダイオキシン類
採　水　日　平成22年６月14日
採 水 場 所　１、周辺環境水　　　①投棄地直下河川　②小口川上流
　　　　　　２、投棄現場浸出水　③投棄地下流側観測井
　　　　　　３、周辺人家井戸水　④人家井戸水２ヵ所
調 査 結 果　周辺への汚染拡大の兆候は認められない。
問い合わせ　馬頭処分場整備室那珂川分室　☎0287－92－1411
　　　　　　環境総合推進室　　　　　　　☎0287－92－1110

不法投棄現場周辺の水質分析結果
平成22年度年間変動調査分（ダイオキシン類）

　

９
月
２
日
、
宇
都
宮
市
文
化
会

館
で
行
わ
れ
た
「
栃
木
県
民
の
集

い
」
に
お
い
て
、
母
子
寡
婦
福
祉

援
護
功
労
者
と
し
て
、
前
会
長
の

佐
久
間
ハ
ツ
イ
さ
ん
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

那
珂
川
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
で

は
、
母
子
家
庭
や
寡
婦
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
福
祉
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

（
自
立
・
就
業
な
ど
の
情
報
提
供
、

親
睦
交
流
会
な
ど
）

　

同
じ
立
場
の
人
同
士
、
一
人
で

悩
ま
な
い
で
友
達
に
な
り
ま
せ
ん

か
？

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

那
珂
川
町
母
子
寡

婦
福
祉
会
事
務
局
（
川
井
）

☎
０
２
８
７―

９
６―

３
０
４
５

　

９
月
10
日
、
ル
ー
マ
ニ
ア
大
使

の
ア
ウ
レ
リ
ア
ン
・
ネ
ア
グ
さ
ん

と
ル
ー
マ
ニ
ア
文
化
協
会
関
係
者

な
ど
、
約
30
名
が
来
町
し
、
馬
頭

広
重
美
術
館
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

ア
ウ
レ
リ
ア
ン
・
ネ
ア
グ
大
使

は
、「
私
は
広
重
の
フ
ァ
ン
で
、
こ

こ
に
来
る
こ
と
を
非
常
に
楽
し
み

に
し
て
い
た
の
で
、
こ
こ
に
来
ら

れ
て
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

９
月
30
日
、
来
年
11
月
に
開
催

さ
れ
る
第
24
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
の
Ｐ
Ｒ
活

動
の
一
環
と
し
て
、
馬
頭
中
央
保

育
園
へ
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
と
「
と
ち

ま
る
く
ん
」
が
来
園
、
園
児
た
ち

と
交
流
し
ま
し
た
。

　

当
町
で
は
「
３
Ｂ
体
操
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

10
月
１
日
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
「
な
か
ち
ゃ
ん
号
」
の
出
発

式
が
、
役
場
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
発
式
で
は
、
大
金
伊
一
町
長

か
ら
「
玄
関
か
ら
指
定
の
場
所
ま

で
送
迎
す
る
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

は
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
や
さ
し

い
乗
り
物
で
あ
り
、
町
民
の
皆
さ

ん
か
ら
愛
さ
れ
、
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、

早
速
、
こ
の
日
の
予
約
を
受
け
た

第
１
号
の
お
客
さ
ま
の
家
へ
出
発

し
ま
し
た
。

　
「
な
か
ち
ゃ
ん
号
」
の
利
用
の

際
は
、
事
前
に
利
用
登
録
が
必
要

で
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
消
防
交
通
係

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
１

佐
久
間
ハ
ツ
イ
さ
ん
（
小
川
）
が

（
財
）
栃
木
県
母
子
寡
婦
福
祉

連
合
会
表
彰
を
受
賞

ル
ー
マ
ニ
ア
大
使
が
来
町

　

９
月
21
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、

秋
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運

動
が
町
内
各
地
で
展
開
さ
れ
、
町

交
通
安
全
協
会
役
員
や
女
性
部
会

員
、
安
全
運
転
管
理
者
協
議
会
員

な
ど
が
街
頭
指
導
に
立
ち
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

秋
の
交
通
安
全
運
動

　
　

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

「
な
か
ち
ゃ
ん
号
」
出
発
式

ス
ポ
レ
ク
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

が
来
町

　

９
月
30
日
、
馬
頭
東
小
学
校
で

５
・
６
年
生
の
児
童
が
参
加
し
、

財
団
法
人
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
主

催
の
「
夢
の
教
室
」
が
開
催
さ
れ
、

講
師
と
し
て
元
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選

手
の
水
内
猛
さ
ん
が
来
校
し
ま
し

た
。

　

前
半
は
、
体
育
館
で
鬼
ご
っ
こ

な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
目
的
達

成
の
た
め
に
仲
間
と
協
力
す
る
こ

と
の
重
要
さ
や
相
手
を
思
い
や
る

心
を
学
び
ま
し
た
。

　

後
半
の
講
演
で
は
、
水
内
さ
ん

が
子
供
の
時
か
ら
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

選
手
に
な
る
ま
で
の
体
験
談
を
交

え
な
が
ら
、
夢
を
持
つ
こ
と
の
大

切
さ
を
教
え
て
も
ら
い
、
最
後
に

将
来
の
夢
に
つ
い
て
み
ん
な
で
発

表
し
合
い
ま
し
た
。

夢
の
教
室
を
開
催
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き
ま
す
。

・
交
通
の
流
れ
を
よ
く
す
る
取
り

組
み

　

交
差
点
や
踏
み
切
り
道
の
整
備
、

自
動
料
金
支
払
い
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ

Ｔ
Ｃ
）
の
普
及
に
よ
っ
て
、
渋
滞

の
起
き
な
い
道
路
を
目
指
し
ま
す
。

・
物
流
の
効
率
化

　

運
送
会
社
同
士
で
共
同
配
送
を

行
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な
ど
、
ト
ラ
ッ
ク
の
利
用
を

効
率
的
に
行
っ
て
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ま
す
。
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公
共
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促
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。
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も
う
れ
し
い
で
す
。」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

９
月
30
日
、
来
年
11
月
に
開
催

さ
れ
る
第
24
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
の
Ｐ
Ｒ
活

動
の
一
環
と
し
て
、
馬
頭
中
央
保

育
園
へ
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
と
「
と
ち

ま
る
く
ん
」
が
来
園
、
園
児
た
ち

と
交
流
し
ま
し
た
。

　

当
町
で
は
「
３
Ｂ
体
操
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

10
月
１
日
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
「
な
か
ち
ゃ
ん
号
」
の
出
発

式
が
、
役
場
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
発
式
で
は
、
大
金
伊
一
町
長

か
ら
「
玄
関
か
ら
指
定
の
場
所
ま

で
送
迎
す
る
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

は
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
や
さ
し

い
乗
り
物
で
あ
り
、
町
民
の
皆
さ

ん
か
ら
愛
さ
れ
、
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、

早
速
、
こ
の
日
の
予
約
を
受
け
た

第
１
号
の
お
客
さ
ま
の
家
へ
出
発

し
ま
し
た
。

　
「
な
か
ち
ゃ
ん
号
」
の
利
用
の

際
は
、
事
前
に
利
用
登
録
が
必
要

で
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
消
防
交
通
係

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
１

佐
久
間
ハ
ツ
イ
さ
ん
（
小
川
）
が

（
財
）
栃
木
県
母
子
寡
婦
福
祉

連
合
会
表
彰
を
受
賞

ル
ー
マ
ニ
ア
大
使
が
来
町

　

９
月
21
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、

秋
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運

動
が
町
内
各
地
で
展
開
さ
れ
、
町

交
通
安
全
協
会
役
員
や
女
性
部
会

員
、
安
全
運
転
管
理
者
協
議
会
員

な
ど
が
街
頭
指
導
に
立
ち
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

秋
の
交
通
安
全
運
動

　
　

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

「
な
か
ち
ゃ
ん
号
」
出
発
式

ス
ポ
レ
ク
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

が
来
町

　

９
月
30
日
、
馬
頭
東
小
学
校
で

５
・
６
年
生
の
児
童
が
参
加
し
、

財
団
法
人
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
主

催
の
「
夢
の
教
室
」
が
開
催
さ
れ
、

講
師
と
し
て
元
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選

手
の
水
内
猛
さ
ん
が
来
校
し
ま
し

た
。

　

前
半
は
、
体
育
館
で
鬼
ご
っ
こ

な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
目
的
達

成
の
た
め
に
仲
間
と
協
力
す
る
こ

と
の
重
要
さ
や
相
手
を
思
い
や
る

心
を
学
び
ま
し
た
。

　

後
半
の
講
演
で
は
、
水
内
さ
ん

が
子
供
の
時
か
ら
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

選
手
に
な
る
ま
で
の
体
験
談
を
交

え
な
が
ら
、
夢
を
持
つ
こ
と
の
大

切
さ
を
教
え
て
も
ら
い
、
最
後
に

将
来
の
夢
に
つ
い
て
み
ん
な
で
発

表
し
合
い
ま
し
た
。

夢
の
教
室
を
開
催
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日時　10月23日（土）午後１時～
場所　小川総合福祉センターあじさ
いホール　　
開催内容　①午後１時～：小中学生
の人権作品の表彰・発表・展示（ロ
ビー）
②午後２時～：映画「ふみ子の海」
の上映（厚労省推薦・文科省選定）
☆映画は無料。家族でご覧ください

　住宅の新築・増改築に関する展示
や住宅・宅地の分譲など情報提供を
行うほか、各種イベントを開催します。
期日　10月23日（土）～ 24日（日）
会場　マロニエプラザ（宇都宮市）
その他　参加無料・申し込み不要
問い合わせ　住宅フェア栃木実行委
員会　☎028－622－1111

　ＤＶやセクハラ、ストーカー行為
等様々な女性の人権問題をめぐる相
談をお受けします。女性の人権問題
に詳しい人権擁護委員が担当します
ので、どうぞご安心してご相談下さい。
期間　11月15日（月）～ 21日（日）
受付時間　午前８時30分～午後７時
（土・日は、午前10時～午後５時）
実施機関　宇都宮地方法務局　栃木
県人権擁護委員連合会
相談窓口　「女性の人権ホットライ
ン」全国共通番号（ナビダイヤル）
　　　　　　　　☎0570－070－810

日時　10月31日（日）
　　　午前10時～午後４時
会場　宇都宮大学里山科学センター
内容　狩猟の役割と狩猟免許試験の
案内（午前）、獣害のウソ・ホント、
対策の方法を知る（午後）、各種電気
柵やワナなどの野外展示（終日）
その他　参加費は無料、申し込み不要

「那珂川人権フェスタ2010」開催

全国一斉「女性の人権ホットライン」
電話相談開設

問い合わせ　栃木県自然環境課
　　　　　　☎028－623－3261

日時　11月20日（土）※雨天実施
　　　午前９時35分～午後２時20分
場所　南那須特別支援学校
内容　児童生徒による演技・合唱・
合奏、作品展示及び販売、PTAによ
るバザーのほか、「体験学習」の実施
問い合わせ　南那須特別支援学校
　　　　　　☎0287－88－7571

募集学科　保健学科、看護学科本科、
看護学科専科（昼・夜）、歯科衛生学
科、歯科技工学科、臨床検査学科
その他　募集期間、定員、試験日等
については学科により異なりますの
で、詳細についてはお問い合わせく
ださい。
問い合わせ　栃木県衛生福祉大学校
学生課　☎028－658－8521

　美味しい食とのめぐりあい「とち
ぎ食の回廊」をテーマに地域の農産
物・特産品の展示・販売・試食を行
います。
　地元食材を使った料理ショーや
「テツ＆トモ」のお笑いライブもあ
ります。
日時　10月23日（土）～ 24日（日）
　　　午前10時～午後４時
会場　栃木県庁及び周辺施設
駐車場　県庁駐車場のほか、宇都宮
市立東小学校及び昭和小学校
問い合わせ　とちぎ“食と農”ふれあ
いフェア実行委員会（事務局：県農
村振興課）  ☎028－623－2333

とちぎ“食と農”ふれあいフェア2010

10月は「とちぎ食育推進月間」です！

平成23年度栃木県立衛生福祉大学校
の学生募集（一般）

栃木県立南那須特別支援学校
交流学習発表会「こぶし祭」 対象児・定員

３年保育課程（満３歳児）
ひばり幼稚園　　　　　30名程度
小川幼稚園　　　　　　20名程度
２年保育課程（満４歳児）　若干名
募集期間　10月20日（水）～ 11月19
日（金）
通園範囲　那珂川町全域
保育時間　午前９時～午後２時30分
　　　　　（１日５時間30分）
保育料　　月額　8,000円
給食費　　月額　2,800円（毎週水・
木・金）
提出書類　 ①入園願書、②家庭調書
※各幼稚園、学校教育課で配布しま
す。提出は各幼稚園に持参してくだ
さい。
申し込み・問い合わせ
ひばり幼稚園　　☎0287－92－2301
小川幼稚園　　　☎0287－96－2130
教育委員会学校教育課（小川庁舎）
　　　　　　　　☎0287－96－2114

演奏会日時　12月12日（日）
午後１時開場・午後１時30分開演
会場　小川総合福祉センターあじさ
いホール
入場料　無料（整理券が必要）
申込方法　往復はがきに郵便番号、
住所、氏名、電話番号を記入のうえ、
申込先あてに申し込んでください。
申込締切　11月19日（金）（当日消印
有効）定員を越えた場合は抽選とな
ります。
申込先　〒324-0501那須郡那珂川町
小川2814－１（生涯学習課内）
問い合わせ
「那珂川町第九を歌う会」事務局
☎0287－92－2473（吉成）　
☎0287－96－2116（生涯学習課）

平成23年度町立幼稚園園児募集

参加要件
①那珂川町の町民であること
②研修計画に従い規則のある団体行
　動のとれる生徒
③外国の生活、文化、スポーツなど
　に関心があり、積極的に学習でき
　る生徒
④平成22年度の中学校２年生、また
　は高等学校の１年生と２年生
定員　12名
募集締切　10月22日（金）
その他　申込は各高中学校に提出す
る。選考は那珂川町教育委員会で行
い、選考結果は11月末までに通知す
る。
問い合わせ　生涯学習課
　　　　　　☎0287－96－2116

　平成24年春に東京スカイツリー内
に栃木県のアンテナショップがオー
プンする予定です。
　そこで、「とちぎ」の魅力を丸ごと
伝え、「とちぎ」を感じてもらえるよ
うな商品を募集します。
取扱商品　①那珂川町で生産された
菓子類・調味料・麺類・地酒等の加
工商品、②農林水産物や工芸品
申込期限　10月15日（金）※厳守
その他　応募いただいたすべての商
品が出品できるとは限りませんの
で、ご了承のうえお申し込みくださ
い。
問い合わせ・申し込み先
商工観光課　☎0287－92－1116

　ライフスタイルの変化に伴いさま
ざまな生活習慣病が増えています。
今回は高血圧予防について日常生活
でリスクを減らし予防できるよう健
康づくりを一緒に考えましょう。
対象　血圧が高いと言われたり、メ
タボリックシンドロームに関心があ
る方など

栃木県アンテナショップへの
商品候補募集

平成22年度 青少年海外体験学習
派遣事業参加者募集

10月は「土地月間」です

健康増進重点プロジェクト事業
高血圧予防教室参加者募集

「那珂川町第九を歌う会」
演奏会の整理券を発行します

日時・会場
11月12日（金）馬頭健康管理センター
12月13日（月）小川健康管理センター 
いずれも午前９時30分～午後２時
内容　栄養に関する講話・調理実習
申込締切　10月25日（月）
問い合わせ・申し込み先　那珂川町
食生活改善推進員連絡協議会（馬頭
健康管理センター内）
☎0287－92－1188

　国土利用計画法では、一定面積以
上の土地売買などの取引を行った場
合、契約後２週間以内に町長に届け
出ることが義務付けられています。
　届出の必要な土地の面積は、以下
のとおりです。
（1）都市計画区域　5,000㎡以上
（2）都市計画区域外　10,000㎡以上
　土地の有効利用の実現のため、皆
様のご協力をお願いします。
問い合わせ　企画財政課企画調整係
　　　　　　☎0287－92－1114

　個別所得補償モデル対策加入者
が、（米所得補償モデル事業、水田利
活用自給力向上事業）交付金を受け
取るためには、①個別所得補償モデ
ル対策交付金交付申請書【必ず提
出】、②水田利活用自給力向上事業交
付要件報告書【戦略作物（麦・大豆・
そば等）やその他作物（野菜等）を
販売した場合】の提出が必要です。
　関東農政局栃木農政事務所から次
の２つの書類の入った封筒が10月中
旬ごろ送付されます。
　提出先及び提出期限については、
封筒に同封された説明書をご覧くだ
さい。
　なお、不明な点についてはお問い
合わせください。
問い合わせ
栃木農政事務所地域第二課

☎0287－23－5611
那珂川町水田農業推進協議会

☎0287－92－8180

　町内保育園の入園児募集につい
ては、受付期間が11月10日から
30日を予定、詳細は来月の広報
なかがわでお知らせします。

個別所得補償モデル対策交付申請
について（重要なお知らせ）

とちぎ住宅フェア2010

「なるほどthe獣害」の開催

那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール

5：30
6：00
6：30
7：00
7：30
8：00
8：30
9：00
9：30
10：00
10：30
11：00
11：30
12：00
12：30
13：00
13：30
14：00
14：30
15：00
15：30
16：00
16：30
17：00
17：30
18：00
18：30
19：00
19：30
20：00
20：30
21：00
21：30
22：00
22：30
23：00
23：30
0：00
0：30
1：00
朝まで

都合により予告なく番組を変更
する事があります。ＥＰＧでの
確認を、お願いします。

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ
アグリネット
文字放送
アグリネット

ニュースＮ・ＴＯＷＮ
文字放送

栃木県からの番組

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

サイエンスチャンネル
サイエンスCH ＴＨＥ MAKING
サイエンスチャンネル
ＮＨＫソフト
企画番組

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

栃木県からの番組

サイエンスCH ＴＨＥ MAKING
ニュースＮ・ＴＯＷＮ
サイエンスチャンネル
ＮＨＫソフト

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ
文字放送

　楽しく健全な食生活を実践し、食
に対する感謝の気持ちを深めて食育
を推進しましよう。
問い合わせ　馬頭健康管理センター
　　　　　　☎0287－92－1188
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日時　10月23日（土）午後１時～
場所　小川総合福祉センターあじさ
いホール　　
開催内容　①午後１時～：小中学生
の人権作品の表彰・発表・展示（ロ
ビー）
②午後２時～：映画「ふみ子の海」
の上映（厚労省推薦・文科省選定）
☆映画は無料。家族でご覧ください

　住宅の新築・増改築に関する展示
や住宅・宅地の分譲など情報提供を
行うほか、各種イベントを開催します。
期日　10月23日（土）～ 24日（日）
会場　マロニエプラザ（宇都宮市）
その他　参加無料・申し込み不要
問い合わせ　住宅フェア栃木実行委
員会　☎028－622－1111

　ＤＶやセクハラ、ストーカー行為
等様々な女性の人権問題をめぐる相
談をお受けします。女性の人権問題
に詳しい人権擁護委員が担当します
ので、どうぞご安心してご相談下さい。
期間　11月15日（月）～ 21日（日）
受付時間　午前８時30分～午後７時
（土・日は、午前10時～午後５時）
実施機関　宇都宮地方法務局　栃木
県人権擁護委員連合会
相談窓口　「女性の人権ホットライ
ン」全国共通番号（ナビダイヤル）
　　　　　　　　☎0570－070－810

日時　10月31日（日）
　　　午前10時～午後４時
会場　宇都宮大学里山科学センター
内容　狩猟の役割と狩猟免許試験の
案内（午前）、獣害のウソ・ホント、
対策の方法を知る（午後）、各種電気
柵やワナなどの野外展示（終日）
その他　参加費は無料、申し込み不要

「那珂川人権フェスタ2010」開催

全国一斉「女性の人権ホットライン」
電話相談開設

問い合わせ　栃木県自然環境課
　　　　　　☎028－623－3261

日時　11月20日（土）※雨天実施
　　　午前９時35分～午後２時20分
場所　南那須特別支援学校
内容　児童生徒による演技・合唱・
合奏、作品展示及び販売、PTAによ
るバザーのほか、「体験学習」の実施
問い合わせ　南那須特別支援学校
　　　　　　☎0287－88－7571

募集学科　保健学科、看護学科本科、
看護学科専科（昼・夜）、歯科衛生学
科、歯科技工学科、臨床検査学科
その他　募集期間、定員、試験日等
については学科により異なりますの
で、詳細についてはお問い合わせく
ださい。
問い合わせ　栃木県衛生福祉大学校
学生課　☎028－658－8521

　美味しい食とのめぐりあい「とち
ぎ食の回廊」をテーマに地域の農産
物・特産品の展示・販売・試食を行
います。
　地元食材を使った料理ショーや
「テツ＆トモ」のお笑いライブもあ
ります。
日時　10月23日（土）～ 24日（日）
　　　午前10時～午後４時
会場　栃木県庁及び周辺施設
駐車場　県庁駐車場のほか、宇都宮
市立東小学校及び昭和小学校
問い合わせ　とちぎ“食と農”ふれあ
いフェア実行委員会（事務局：県農
村振興課）  ☎028－623－2333

とちぎ“食と農”ふれあいフェア2010

10月は「とちぎ食育推進月間」です！

平成23年度栃木県立衛生福祉大学校
の学生募集（一般）

栃木県立南那須特別支援学校
交流学習発表会「こぶし祭」 対象児・定員

３年保育課程（満３歳児）
ひばり幼稚園　　　　　30名程度
小川幼稚園　　　　　　20名程度
２年保育課程（満４歳児）　若干名
募集期間　10月20日（水）～ 11月19
日（金）
通園範囲　那珂川町全域
保育時間　午前９時～午後２時30分
　　　　　（１日５時間30分）
保育料　　月額　8,000円
給食費　　月額　2,800円（毎週水・
木・金）
提出書類　 ①入園願書、②家庭調書
※各幼稚園、学校教育課で配布しま
す。提出は各幼稚園に持参してくだ
さい。
申し込み・問い合わせ
ひばり幼稚園　　☎0287－92－2301
小川幼稚園　　　☎0287－96－2130
教育委員会学校教育課（小川庁舎）
　　　　　　　　☎0287－96－2114

演奏会日時　12月12日（日）
午後１時開場・午後１時30分開演
会場　小川総合福祉センターあじさ
いホール
入場料　無料（整理券が必要）
申込方法　往復はがきに郵便番号、
住所、氏名、電話番号を記入のうえ、
申込先あてに申し込んでください。
申込締切　11月19日（金）（当日消印
有効）定員を越えた場合は抽選とな
ります。
申込先　〒324-0501那須郡那珂川町
小川2814－１（生涯学習課内）
問い合わせ
「那珂川町第九を歌う会」事務局
☎0287－92－2473（吉成）　
☎0287－96－2116（生涯学習課）

平成23年度町立幼稚園園児募集

参加要件
①那珂川町の町民であること
②研修計画に従い規則のある団体行
　動のとれる生徒
③外国の生活、文化、スポーツなど
　に関心があり、積極的に学習でき
　る生徒
④平成22年度の中学校２年生、また
　は高等学校の１年生と２年生
定員　12名
募集締切　10月22日（金）
その他　申込は各高中学校に提出す
る。選考は那珂川町教育委員会で行
い、選考結果は11月末までに通知す
る。
問い合わせ　生涯学習課
　　　　　　☎0287－96－2116

　平成24年春に東京スカイツリー内
に栃木県のアンテナショップがオー
プンする予定です。
　そこで、「とちぎ」の魅力を丸ごと
伝え、「とちぎ」を感じてもらえるよ
うな商品を募集します。
取扱商品　①那珂川町で生産された
菓子類・調味料・麺類・地酒等の加
工商品、②農林水産物や工芸品
申込期限　10月15日（金）※厳守
その他　応募いただいたすべての商
品が出品できるとは限りませんの
で、ご了承のうえお申し込みくださ
い。
問い合わせ・申し込み先
商工観光課　☎0287－92－1116

　ライフスタイルの変化に伴いさま
ざまな生活習慣病が増えています。
今回は高血圧予防について日常生活
でリスクを減らし予防できるよう健
康づくりを一緒に考えましょう。
対象　血圧が高いと言われたり、メ
タボリックシンドロームに関心があ
る方など

栃木県アンテナショップへの
商品候補募集

平成22年度 青少年海外体験学習
派遣事業参加者募集

10月は「土地月間」です

健康増進重点プロジェクト事業
高血圧予防教室参加者募集

「那珂川町第九を歌う会」
演奏会の整理券を発行します

日時・会場
11月12日（金）馬頭健康管理センター
12月13日（月）小川健康管理センター 
いずれも午前９時30分～午後２時
内容　栄養に関する講話・調理実習
申込締切　10月25日（月）
問い合わせ・申し込み先　那珂川町
食生活改善推進員連絡協議会（馬頭
健康管理センター内）
☎0287－92－1188

　国土利用計画法では、一定面積以
上の土地売買などの取引を行った場
合、契約後２週間以内に町長に届け
出ることが義務付けられています。
　届出の必要な土地の面積は、以下
のとおりです。
（1）都市計画区域　5,000㎡以上
（2）都市計画区域外　10,000㎡以上
　土地の有効利用の実現のため、皆
様のご協力をお願いします。
問い合わせ　企画財政課企画調整係
　　　　　　☎0287－92－1114

　個別所得補償モデル対策加入者
が、（米所得補償モデル事業、水田利
活用自給力向上事業）交付金を受け
取るためには、①個別所得補償モデ
ル対策交付金交付申請書【必ず提
出】、②水田利活用自給力向上事業交
付要件報告書【戦略作物（麦・大豆・
そば等）やその他作物（野菜等）を
販売した場合】の提出が必要です。
　関東農政局栃木農政事務所から次
の２つの書類の入った封筒が10月中
旬ごろ送付されます。
　提出先及び提出期限については、
封筒に同封された説明書をご覧くだ
さい。
　なお、不明な点についてはお問い
合わせください。
問い合わせ
栃木農政事務所地域第二課

☎0287－23－5611
那珂川町水田農業推進協議会

☎0287－92－8180

　町内保育園の入園児募集につい
ては、受付期間が11月10日から
30日を予定、詳細は来月の広報
なかがわでお知らせします。

個別所得補償モデル対策交付申請
について（重要なお知らせ）

とちぎ住宅フェア2010

「なるほどthe獣害」の開催

那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール

5：30
6：00
6：30
7：00
7：30
8：00
8：30
9：00
9：30
10：00
10：30
11：00
11：30
12：00
12：30
13：00
13：30
14：00
14：30
15：00
15：30
16：00
16：30
17：00
17：30
18：00
18：30
19：00
19：30
20：00
20：30
21：00
21：30
22：00
22：30
23：00
23：30
0：00
0：30
1：00
朝まで

都合により予告なく番組を変更
する事があります。ＥＰＧでの
確認を、お願いします。

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ
アグリネット
文字放送
アグリネット

ニュースＮ・ＴＯＷＮ
文字放送

栃木県からの番組

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

サイエンスチャンネル
サイエンスCH ＴＨＥ MAKING
サイエンスチャンネル
ＮＨＫソフト
企画番組

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

栃木県からの番組

サイエンスCH ＴＨＥ MAKING
ニュースＮ・ＴＯＷＮ
サイエンスチャンネル
ＮＨＫソフト

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ
文字放送

　楽しく健全な食生活を実践し、食
に対する感謝の気持ちを深めて食育
を推進しましよう。
問い合わせ　馬頭健康管理センター
　　　　　　☎0287－92－1188
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皆
さ
ん
は
、
こ
の
那
珂
川
町
で

「
金
」
が
採
れ
た
こ
と
は
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。

　

町
内
で
よ
く
見
か
け
る
「
ゆ
り

が
ね
」
と
は
、
金
を
採
る
方
法
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。
一
度
比
重
の

重
い
土
砂
だ
け
を
集
め
、
そ
れ
か

ら
そ
の
土
砂
を
「
ゆ
り
板
」
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呼

ば
れ
る
木
製
の
板
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使
い
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水
洗

い
し
な
が
ら
、
ゆ
り
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か
し
て
採
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生
産
方
法
で
す
。
金
は
比
重
が

重
い
こ
と
か
ら
最
後
ま
で
沈
積
し

残
り
ま
す
。
鉱
山
開
発
が
進
む
戦

国
時
代
頃
ま
で
主
流
の
方
法
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

金
は
現
在
で
も
貴
重
な
も
の
で

す
が
、
古
来
よ
り
地
中
で
も
大
気

中
で
も
錆
び
な
い
鉱
物
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
多
く
の
人
々
に
尊
ば
れ
、

永
遠
や
不
老
不
死
の
象
徴
と
し
て

珍
重
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
奈
良
時
代
に
日
本
国

内
で
金
が
産
出
す
る
ま
で
、
日
本

に
入
っ
て
く
る
金
は
、
朝
鮮
半
島

や
大
陸
か
ら
原
材
料
を
輸
入
し
た

も
の
で
し
た
。
古
墳
時
代
に
お
い

て
金
は
権
力
を
象
徴
す
る
も
の
で

あ
り
、
大
刀
や
装
身
具
な
ど
に
鍍

金
（
金
メ
ッ
キ
）
が
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さ
れ
、
古

墳
に
副
葬
さ
れ
ま
し
た
。
久
那
瀬

の
川
崎
古
墳
か
ら
出
土
し
た
純
金

製
品
の
よ
う
な
耳
環
も
、
銅
地
に

金
張
り
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

奈
良
時
代
に
な
る
と
、
律
令
国

家
は
、
日
本
国
内
で
の
金
産
出
を

た
び
た
び
試
み
ま
す
が
、
な
か
な

か
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
様
子
が

『
続
日
本
紀
』
か
ら
窺
え
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
奈
良

県
東
大
寺
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て

記
さ
れ
た
『
東
大
寺
要
録
』
に
よ

る
と
、
七
四
七
年
に
東
大
寺
大
仏

に
鍍
金
す
る
た
め
の
金
が
不
足
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
下
野
国
か

ら
金
が
産
出
し
た
と
の
知
ら
せ
が

あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
『
続
日
本
後
紀
』
の
承
和

二
（
八
三
五
）
年
二
月
二
十
三
日

の
記
録
に
「
下
野
国
武
茂
神
に
従

五
位
下
を
授
け
奉
る
。
此
の
神
は

沙
金
（
砂
金
）
を
採
る
の
山
に
坐

す
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と
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
武
茂

神
」
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武
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神
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辺
と
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え

ら
れ
、
金
が
採
取
で
き
る
こ
と
で
、

位
を
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え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
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世
界
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も
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金
産
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と
し
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世
界
に
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
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マ
ル
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紀
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れ
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東
方
見
聞
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黄
金
の
国
ジ
パ
ン
グ
」
の
記
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に
つ
な
が
り
、
大
航
海
時
代
の

き
っ
か
け
と
な
る
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
な
す
風
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記
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資
料

館
湯
津
上
館
で
開
催
中
の
第
十
八

回
企
画
展
「
那
須
の
ゆ
り
が
ね―

産
金
の
歴
史―

」
で
は
、
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須
の

産
金
の
歴
史
に
つ
い
て
、
古
墳
時

代
か
ら
近
現
代
に
至
る
ま
で
の
様

子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館 

　
　
　
　

 

学
芸
員　

金
子
智
美
）

会
期　

11
月
23
日
（
火
）
ま
で

開
催
場
所　

湯
津
上
館

要
入
館
料（
中
学
生
以
下
は
無
料
）

講
演
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時　

10
月
17
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

講
師　

鐘
江
宏
之
氏
（
学
習
院
大

学
教
授
）・
萩
野
谷
悟
氏
（
日
本

考
古
学
協
会
会
員
）・
矢
内
修
氏

（
企
画
展
調
査
委
員
会
委
員
）・
眞

保
昌
弘
（
当
館
主
任
学
芸
員
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー　

和
田
貞
夫

（
当
館
館
長
）

会
場　

ふ
る
さ
と
館（
小
川
館
隣
）

定
員　

80
名
（
参
加
費
無
料
）

※

講
演
会
終
了
後
、
湯
津
上
館
に

移
動
し
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

問
い
合
わ
せ

な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館
小
川
館

☎
０
２
８
７―

９
６―

３
３
６
６

　
（
氏　

名
）　（
父
母
の
名
）（
住
所
）

藤
田　

結
衣　

知　

克　

馬　

頭

　
　
　
　
　
　

邦　

衣

鈴
木　

吟
弥　

修　

治　

馬　

頭

　
　
　
　
　
　
　

瞳

菊
地　

莉
仁　

和　

秋　

馬　

頭

　
　
　
　
　
　
　

香

菊
池　

茜
里　

達　

也　

谷　

田

　
　
　
　
　
　

友　

美

山
口　

汐
遠　

英　

寿　

三　

輪

　
　
　
　
　
　

香　

織

　
（
氏　

名
）　
　
（
年
齢
） 　
（
住
所
）

海
老
沢
孝
一　

（
96
）　

馬　

頭

髙
野　

ア
サ　

（
83
）　

馬　

頭

髙
野
ツ
ギ
ノ　

（
82
）　

馬　

頭

岡
崎　

豊
秋　

（
81
）　

小　

口

立
花　

初
世　

（
58
）　

小　

口

髙
野
不
二
夫　

（
86
）　

富　

山

戸
部　

幸
喜　

（
89
）　

盛　

泉

益
子　

フ
ヂ　

（
79
）　
大
山
田
下
郷

大
金　

惠
子　

（
54
）　

小　

砂

豊
田　

禮
次　

（
95
）　

小　

川

和
泉
ハ
ツ
イ　

（
93
）　

小　

川

露
久
保　

健　

（
88
）　

小　

川

⻆
田
ト
シ
ヱ　

（
88
）　

芳　

井

※

掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　
　
　

８
月
21
日
〜
９
月
20
日

　
　
　

受
付
分　
　
　

敬
称
略

ゆ　

い

り
ひ
と

あ
か
り

し
お
ん

お
と
や

共通：10 月 31 日（日）、 11 月 3 日（水）

10月18日（月）、25日（月）
11月１日（月）、８日（月）
　　15日（月）

10月22日（金）、29日（金）
11月５日（金）、12日（金）

馬頭図書館・小川図書館の休館日（10/16～11/15）

馬頭図書館休館日 小川図書館休館日

読　書　会
・10月１３日（水）午後１：３０～
・場所　馬頭図書館　視聴覚室
　　テキスト「猫を抱いて象と泳ぐ」 小川洋子／著
　　和やかな雰囲気で語りあっています。
　　興味のある方はお気軽にどうぞ。

手 芸 教 室
・10月16日（土）午後１：30～
　ハロウィンのかわいい巻きぐるみを作ります。　　　　
・参加申し込み　10月14日（木）まで
・参加費　無料

生け花教室
・10月30日（土）午後１：30～
　フラワーアレンジメントをしよう。
・会員以外の方の申し込み　10月24日（日）まで
・花代　700円

なかよしひろば
・10月28日（木）午前10：00～
　砂場で遊ぼう。
・参加申し込み　10月24日（日）まで
・おやつ代　50円

婦人ボランティアのおはなし会
・11月13日（土）14：00～
・場所　馬頭図書館　児童室
　　おはなしじょうずなボランティアさんが
　　昔ばなしの絵本や紙しばいを読んでくれます。

・10月21日（木）午前10：30～
・11月４日（木）午前10：30～
・場所　馬頭図書館 視聴覚室
　　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　　親子でご一緒にお越しください。

たのしい絵本と紙しばいの会

「児童館」
10月16日～11月15日

のお休み

開館時間　午前９時～午後５時
　　　　　（11月より午後４時）
０２８７－９６－３１０９

日 月 火 水 木 金 土

29

10/16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28

8 9 10 11 12 13
14 15

30
31 11/1 2 3
7

・１０月２３日（土）１０：３０～
・場所　小川公民館　和室
　　手遊びや絵本の読み聞かせのほか、
　　みんなで参加して楽しめる劇を行います。

小川おはなしまつり

チャレンジクッキング
・10月31日（日）午前９：30～
　「かぼちゃのケーキ」を作ろう。
・持ってくるもの　エプロン、三角巾
・参加申し込み　10月29日（金）まで
・参加費　50円

チューリップの球根を植えよう
・11月３日（水・祝）午前10：00～
　春になるのが楽しみ！
　球根植えの後にポップコーンを作ります。
※協力　更生保護女性会

第 32回児童館まつり
・11月13日（土）午前９：30～12：00
　内容　お店やさん（スーパーボールすくい、ヨーヨーつ
　　　　り、小物やなど）のほか、たのしいゲームいろいろ
・参加申し込み　11月11日（木）まで
・参加費　無料
　会場は児童館です。たくさんの参加待ってます。

4 5 6

（

）

今
月
の
表
紙

『続日本後紀』
承和三（835）年の記事
　 横浜市歴史博物館所蔵

第
18
回
企
画
展

「
那
須
の
ゆ
り
が
ね―

産
金
の
歴
史―

」

　

９
月
中
旬
か
ら
10
月
上
旬

に
か
け
て
の
毎
週
末
、
町
内

各
地
で
運
動
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
設
さ
れ
た
馬
頭
東
小
学

校
と
わ
か
あ
ゆ
保
育
園
で

は
、
初
め
て
の
運
動
会
で
し

た
が
、
児
童
・
園
児
の
皆
さ

ん
は
、
み
ん
な
仲
良
く
一
致

団
結
し
て
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
た
く
さ
ん
の
観
客
の
前

で
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
特
に
残
暑
厳
し
い

中
で
の
運
動
会
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
中
に
は
、
中
学
校
、

小
学
校
、
幼
稚
園
と
３
週
連

続
で
運
動
会
に
駆
け
つ
け
た

親
御
さ
ん
も
い
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
子
供
さ
ん
以
上
に

大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

ま
た
、
来
年
も
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

10月１日現在の人口
（住民基本台帳）

（－  8）9，635 人 男
（－  4）9，576 人女
（－12）19，211 人計
（+  6）6，132世帯数

（　）内は前月との比較
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皆
さ
ん
は
、
こ
の
那
珂
川
町
で

「
金
」
が
採
れ
た
こ
と
は
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。

　

町
内
で
よ
く
見
か
け
る
「
ゆ
り

が
ね
」
と
は
、
金
を
採
る
方
法
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。
一
度
比
重
の

重
い
土
砂
だ
け
を
集
め
、
そ
れ
か

ら
そ
の
土
砂
を
「
ゆ
り
板
」
と
呼

ば
れ
る
木
製
の
板
を
使
い
、
水
洗

い
し
な
が
ら
、
ゆ
り
動
か
し
て
採

る
生
産
方
法
で
す
。
金
は
比
重
が

重
い
こ
と
か
ら
最
後
ま
で
沈
積
し

残
り
ま
す
。
鉱
山
開
発
が
進
む
戦

国
時
代
頃
ま
で
主
流
の
方
法
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

金
は
現
在
で
も
貴
重
な
も
の
で

す
が
、
古
来
よ
り
地
中
で
も
大
気

中
で
も
錆
び
な
い
鉱
物
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
多
く
の
人
々
に
尊
ば
れ
、

永
遠
や
不
老
不
死
の
象
徴
と
し
て

珍
重
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
奈
良
時
代
に
日
本
国

内
で
金
が
産
出
す
る
ま
で
、
日
本

に
入
っ
て
く
る
金
は
、
朝
鮮
半
島

や
大
陸
か
ら
原
材
料
を
輸
入
し
た

も
の
で
し
た
。
古
墳
時
代
に
お
い

て
金
は
権
力
を
象
徴
す
る
も
の
で

あ
り
、
大
刀
や
装
身
具
な
ど
に
鍍

金
（
金
メ
ッ
キ
）
が
施
さ
れ
、
古

墳
に
副
葬
さ
れ
ま
し
た
。
久
那
瀬

の
川
崎
古
墳
か
ら
出
土
し
た
純
金

製
品
の
よ
う
な
耳
環
も
、
銅
地
に

金
張
り
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

奈
良
時
代
に
な
る
と
、
律
令
国

家
は
、
日
本
国
内
で
の
金
産
出
を

た
び
た
び
試
み
ま
す
が
、
な
か
な

か
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
様
子
が

『
続
日
本
紀
』
か
ら
窺
え
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
奈
良

県
東
大
寺
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て

記
さ
れ
た
『
東
大
寺
要
録
』
に
よ

る
と
、
七
四
七
年
に
東
大
寺
大
仏

に
鍍
金
す
る
た
め
の
金
が
不
足
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
下
野
国
か

ら
金
が
産
出
し
た
と
の
知
ら
せ
が

あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
『
続
日
本
後
紀
』
の
承
和

二
（
八
三
五
）
年
二
月
二
十
三
日

の
記
録
に
「
下
野
国
武
茂
神
に
従

五
位
下
を
授
け
奉
る
。
此
の
神
は

沙
金
（
砂
金
）
を
採
る
の
山
に
坐

す
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
武
茂

神
」
が
健
武
山
神
社
周
辺
と
考
え

ら
れ
、
金
が
採
取
で
き
る
こ
と
で
、

位
を
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
日
本
は
、
世
界
で
も
有

数
の
金
産
出
国
と
し
て
世
界
に
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
マ
ル

コ
・
ポ
ー
ロ
に
よ
り
十
三
世
紀
末

に
記
さ
れ
た
『
東
方
見
聞
録
』
の

「
黄
金
の
国
ジ
パ
ン
グ
」
の
記
述

に
つ
な
が
り
、
大
航
海
時
代
の

き
っ
か
け
と
な
る
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
な
す
風
土
記
の
丘
資
料

館
湯
津
上
館
で
開
催
中
の
第
十
八

回
企
画
展
「
那
須
の
ゆ
り
が
ね―

産
金
の
歴
史―

」
で
は
、
那
須
の

産
金
の
歴
史
に
つ
い
て
、
古
墳
時

代
か
ら
近
現
代
に
至
る
ま
で
の
様

子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館 

　
　
　
　

 
学
芸
員　

金
子
智
美
）

会
期　

11
月
23
日
（
火
）
ま
で

開
催
場
所　

湯
津
上
館

要
入
館
料（
中
学
生
以
下
は
無
料
）

講
演
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時　

10
月
17
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

講
師　

鐘
江
宏
之
氏
（
学
習
院
大

学
教
授
）・
萩
野
谷
悟
氏
（
日
本

考
古
学
協
会
会
員
）・
矢
内
修
氏

（
企
画
展
調
査
委
員
会
委
員
）・
眞

保
昌
弘
（
当
館
主
任
学
芸
員
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー　

和
田
貞
夫

（
当
館
館
長
）

会
場　

ふ
る
さ
と
館（
小
川
館
隣
）

定
員　

80
名
（
参
加
費
無
料
）

※

講
演
会
終
了
後
、
湯
津
上
館
に

移
動
し
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

問
い
合
わ
せ

な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館
小
川
館

☎
０
２
８
７―

９
６―

３
３
６
６

　
（
氏　

名
）　（
父
母
の
名
）（
住
所
）

藤
田　

結
衣　

知　

克　

馬　

頭

　
　
　
　
　
　

邦　

衣

鈴
木　

吟
弥　

修　

治　

馬　

頭

　
　
　
　
　
　
　

瞳

菊
地　

莉
仁　

和　

秋　

馬　

頭

　
　
　
　
　
　
　

香

菊
池　

茜
里　

達　

也　

谷　

田

　
　
　
　
　
　

友　

美

山
口　

汐
遠　

英　

寿　

三　

輪

　
　
　
　
　
　

香　

織

　
（
氏　

名
）　
　
（
年
齢
） 　
（
住
所
）

海
老
沢
孝
一　

（
96
）　

馬　

頭

髙
野　

ア
サ　

（
83
）　

馬　

頭

髙
野
ツ
ギ
ノ　

（
82
）　

馬　

頭

岡
崎　

豊
秋　

（
81
）　

小　

口

立
花　

初
世　

（
58
）　

小　

口

髙
野
不
二
夫　

（
86
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山

戸
部　

幸
喜　

（
89
）　

盛　

泉

益
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フ
ヂ　

（
79
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大
山
田
下
郷

大
金　

惠
子　

（
54
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豊
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禮
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（
95
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川
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泉
ハ
ツ
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露
久
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（
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川

⻆
田
ト
シ
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（
88
）　

芳　

井

※

掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　
　
　

８
月
21
日
〜
９
月
20
日

　
　
　

受
付
分　
　
　

敬
称
略

ゆ　

い

り
ひ
と

あ
か
り

し
お
ん

お
と
や

共通：10 月 31 日（日）、 11 月 3 日（水）
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11月１日（月）、８日（月）
　　15日（月）
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11月５日（金）、12日（金）

馬頭図書館・小川図書館の休館日（10/16～11/15）

馬頭図書館休館日 小川図書館休館日

読　書　会
・10月１３日（水）午後１：３０～
・場所　馬頭図書館　視聴覚室
　　テキスト「猫を抱いて象と泳ぐ」 小川洋子／著
　　和やかな雰囲気で語りあっています。
　　興味のある方はお気軽にどうぞ。

手 芸 教 室
・10月16日（土）午後１：30～
　ハロウィンのかわいい巻きぐるみを作ります。　　　　
・参加申し込み　10月14日（木）まで
・参加費　無料

生け花教室
・10月30日（土）午後１：30～
　フラワーアレンジメントをしよう。
・会員以外の方の申し込み　10月24日（日）まで
・花代　700円

なかよしひろば
・10月28日（木）午前10：00～
　砂場で遊ぼう。
・参加申し込み　10月24日（日）まで
・おやつ代　50円

婦人ボランティアのおはなし会
・11月13日（土）14：00～
・場所　馬頭図書館　児童室
　　おはなしじょうずなボランティアさんが
　　昔ばなしの絵本や紙しばいを読んでくれます。

・10月21日（木）午前10：30～
・11月４日（木）午前10：30～
・場所　馬頭図書館 視聴覚室
　　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　　親子でご一緒にお越しください。

たのしい絵本と紙しばいの会

「児童館」
10月16日～11月15日

のお休み

開館時間　午前９時～午後５時
　　　　　（11月より午後４時）
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・１０月２３日（土）１０：３０～
・場所　小川公民館　和室
　　手遊びや絵本の読み聞かせのほか、
　　みんなで参加して楽しめる劇を行います。

小川おはなしまつり

チャレンジクッキング
・10月31日（日）午前９：30～
　「かぼちゃのケーキ」を作ろう。
・持ってくるもの　エプロン、三角巾
・参加申し込み　10月29日（金）まで
・参加費　50円

チューリップの球根を植えよう
・11月３日（水・祝）午前10：00～
　春になるのが楽しみ！
　球根植えの後にポップコーンを作ります。
※協力　更生保護女性会

第 32回児童館まつり
・11月13日（土）午前９：30～12：00
　内容　お店やさん（スーパーボールすくい、ヨーヨーつ
　　　　り、小物やなど）のほか、たのしいゲームいろいろ
・参加申し込み　11月11日（木）まで
・参加費　無料
　会場は児童館です。たくさんの参加待ってます。
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開館10周年・合併５周年記念　秋季特別展

－ 二大街道絵展「東海道と木曽街道の旅」 －

61

の坂本駅があった場所と言われています。中央に
配した松の木の右側には武士と思われる人がおり、
三人は袖合羽と菅笠、二人は惣両掛、一人は飾り
槍を担いでいます。同じような服装の人たちがま
だ立場茶屋にいます。左側の手前の池には白鷺が
３羽佇んでいます。黒い天ぼかしの空や胡粉を混
ぜた量感を出した雨の線と背後に聳え立つ恵那山
の山肌が辺りの暗澹とした重苦しさを表現してい
ますが、遠方の空は明るく、まもなく雨が上がる
予感をさせています。
　　　　馬頭広重美術館　主任学芸員　市川信也
【会　　期】　後期：10月８日(金)～11月14日(日)
【ミュージアムトーク（展示解説）】　当館学芸員
 　　　　後期：10月９日（土）午後１時30分～
【開館時間】　午前９時30分～午後５時まで
　　　　　　　（但し入館は午後４時30分まで）
【休 館 日】　月曜日、祝日の翌日

　前期に引き続き東海道と中仙道の作品を
紹介します。
　「東海道五拾三次之内」は天保４年頃55
枚を制作し、好評を博し江戸で風景版画を
広める契機になりました。この作品の成功
により広重には様々な版元（出版社）から
仕事が来るようになりました。そのため当
初、広重が制作予定をしていた「木曽街道
六拾九次之内」（版元は竹内孫八（保永堂）と伊
勢屋利兵衛（錦樹堂）大判71枚）は溪斎英泉
（1791～1848）が起筆しますが、24図制作し
たところで広重に替わり広重が47図を描き完成
させました。しかしこの作品が完結するまでにさ
まざまなトラブルがあったようで約10年の歳月
を要してしまいました。そのため版元は竹内孫八
（保永堂）から伊勢屋利兵衛（錦樹堂）に替わり
完結したところで版木は山田屋庄次郎（山庄）の
手に渡りました。そのため東海道シリーズに比べ
初摺の作品を蒐集することが難しく、特に「中津
川」宿については世界に数十枚しか存在しません。
　図の「木曽街道六十九次之内　中津川」は、木
曽街道46番目の宿場で美濃の国になります。右
側は立場茶屋です。中津川宿と次の大井町宿の距
離が長かったため人馬の休息所として作られた場
所で、中津川の宿場を出て中津川を渡った駒場
（こまんば）辺りでしょう。ここは古代の東山道

「木曽街道六十九次之内　中津川」

2010.10
広報

No.61

●合併５周年記念式典を開催
●平成21年度決算報告
●平成21年度主な事業と決算額
●町職員の給与・定員管理の状況
●祝　敬老
●スポーツの秋！運動会

２
４
６
８
10
12

　　　

広報紙に広告を掲載しませんか？
掲載位置：各ページの下一段
サ　イ　ズ：縦50㎜×横88㎜
料　　金：２色刷　　　　　　　　１回  5,000円～
　　　　　カラー刷（裏表紙のみ）１回10,000円～
　　　　　※複数月連続掲載の場合は割引あり
申込期限：掲載希望する月の初日の40日前
　　　　　※10月22日までに申し込まれた場合、12月号
　　　　　　から掲載可
※詳しくは企画財政課広報広聴係（☎0287－92－1114）
　までお問い合わせください。 那須どうぶつ王国那須どうぶつ王国那須どうぶつ王国

NASU ANIMAL KINGDOM

栃木県那須郡那須町大字大島1042-1
ＴＥＬ ０２８７－７７－１１１０
http://www.nasu-oukoku.com/

平日１０：００～１６：３０
土日祝９：００～１７：００
定休日：水曜日（夏休み・祝日除く）


